
１１９ 

第4回定例会会議録 

 

平成２６年１２月 ９日（火） 

開  議  午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 

 

○議長（笹沢 武君）  おはようございます。これより本会議を再開いたします。ただい

まの出席議員は１４名、全員の出席であります。理事会側でも全員の出席でありま

す。直ちに本日の会議を開きます。 

 

－－－日程第１ 一般質問－－－   

○議長（笹沢 武君）  日程に従いまして、これより一般通告質問を続行いたします。 

 

頁  通告番号  氏   名  件       名  

１１９ ６ 内 堀 恵 人 新クリーンセンターについて 

１３６ ７ 井 田 理 恵 

「我が町」ならではの地方創生へ再始

動を 

来春より改正・施行の新教育委員会制

度への準備体制は 

国が推進する温暖化対策キャンペーン

に“参加町宣言を！” 

１５４ ８ 市 村 千恵子 
２期目取り組んだ重点施策と財政運営

は 

１６６ ９ 池 田 健一郎 

町長の政治姿勢について問う 

老朽化した公共施設の保守管理計画に

ついて問う 

 

 通告６番、内堀恵人議員の質問を許可いたします。 

 内堀恵人議員。 

（１１番 内堀恵人君 登壇）   
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○１１番（内堀恵人君）  皆さんおはようございます。通告６番、議席番号１１番、内堀

恵人です。今回、新クリ－ンセンター建設について質問をいたします。 

 新クリ－ンセンター建設は地域住民の環境、精神両面に渡って最も重大な影響を

与え続ける心配な施設であります。建設予定の新クリ－ンセンターに最も近い地元

であります御代田町が一部事務組合を構成する佐久市、軽井沢、立科町と対等の立

場で町民益に担う形で今後の建設を有利に進められる状態になっているかを質問を

いたします。 

 今、申し上げましたが、実質、御代田町が地元であります。佐久市においては、

平尾山があり、平尾山の影であります。施設も煙突も見えない状態です。風向きも

平尾山があり、煙も御代田町に流れ、被害があるとすれば御代田町です。そんな中

で地元面替からいまだに要望書が出て来ない状態で、事務レベル、首長会議の中で

は地域を無視しどんどん進んできています。 

 私は一議員として、とても、このどんどん進んでいる事務レベルの中で心配でな

りません。そんなことで、今回、質問しなければもう遅くなってしまうんではない

かと、こんな思いで質問をいたしました。今まで全員協議会でいろいろと説明をい

ただきましたが、それを確認をしながら質問をしていきたいと思います。 

 町民の皆さんも、これまでの経過を知らない方もいると思いますので、まずは経

過を課長のほうから説明をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  荻原 浩町民課長。 

（町民課長 荻原 浩君 登壇）   

○町民課長（荻原 浩君）  それでは、経過につきまして尐し長くなりますが、主だった

点のみまとめさせてお答えさせていただきます。新クリ－ンセンターの整備事業の

そもそもの発端につきましては、佐久市と軽井沢町が共同で可燃ごみを焼却処理し

ている佐久クリーンセンター及び旧浅科村、現在は佐久市でございますが、旧浅科

村と立科町が共同で可燃ごみを処理している川西清掃センター、それぞれが老朽化

のため後継施設として両施設を統合した新焼却施設を当時より１市２町が共同で整

備することとなったことによります。 

 平成２１年度から大きな流れとなって来たわけですが、平成２２年の２月１日か

ら５月３１日まで佐久市におきまして新ごみ焼却施設建設候補地の公募が行われ、

平根地区区長会、内山地区区長会、及び猿久保の３地区から忚募がありました。 
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 平成２２年１１月１日の候補地選定結果を受けまして、佐久市より御代田町に対

して協力要請があり、１１月１８日に町長が佐久市長に対して公式に共同処理の一

員として一部事務組合への加入をお願いいたしました。このことにつきましては、

平成２２年の１２月定例議会にの招集挨拶で、新たなごみ焼却施設に御代田町も共

同処理の正式な一員として参加させていただきたいと表明して来たところでござい

ます。その後、平成２２年の１２月２２日に佐久市がこの３候補地の中から平根地

区を建設候補地として決定しました。 

 平成２３年度に入りまして、平根地区では２３年５月６日に平根地区新クリ－ン

センター温浴施設建設対策協議会を設立し、平根地区の対策協議会で５月２４日に

御代田町及び南佐久地域の可燃ごみの受け入れと処理方式について協議され了解が

されて来ました。 

 ２３年の７月２２日に開催された佐久市、軽井沢町、立科町の１市２町の理事者

会でごみ処理方式がストーカー方式、ごみ処理対象区域は南佐久を含む１０市町村

の受け入れについて合意がされて来たところでございます。 

 当町では、２３年の７月２３日から８月５日の間に町内４カ所で町の考え方につ

いての説明会を開催し、計２３６名の町民の皆様に御参加いただきました。８月

２７日から９月２１日の間には新ごみ焼却施設整備概要説明会を町内４カ所で開催

し、１４６名の皆様に御参加をいただいております。 

 ２３年９月２日には、新クリ－ンセンター整備関係市町村事務レベル協議会に、

この時点でオブザーバーとして事務局の担当者のほうで出席いたしまして、その後

の事務レベルの協議会には参加要請がある場合に限ってでございますが、オブザー

バーとして出席してまいりました。 

 １０月３１日豊昇区において佐久市新ごみ焼却施設建設に当たって、町の考え方

の説明会及び新ごみ施設焼却整備概要の説明会を開催し、２０名の区民の皆様に御

参加をいただきました。１１月２日と１０日と１７日には、伍賀地区の皆様を中心

とした住民視察研修会を開催し、７８名の皆様に埼玉県小山川クリーンセンター、

所沢東部クリーンセンターで今回の計画と同様の施設の稼働状況を視察していただ

いてきております。 

 平成２４年度に入りまして、４月１日以降、現在まで、御代田町、軽井沢町、立

科町、３町からそれぞれ各１名の職員を佐久市へ派遣し、新クリ－ンセンター整備
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に係る事務を行うこととなりました。また平成２４年度には４月から５月の間に面

替区、児玉区、豊昇区より環境影響評価、環境アセスでございますが、この実施に

係る同意書をいただき、環境影響評価の事務手続きが本格化してまいりました。 

 平成２４年５月２７日から６月３日の間に地域の実情に即した環境アセスとする

ために町内５カ所で環境影響評価方法書案の説明会を開催し、合計で２４１名の皆

様に御参加をいただきました。 

 佐久市ではこの住民説明会でいただいた御意見、御要望に基づき、調査地点の追

加など必要な修正を行いまして、新クリ－ンセンター建設に係る環境影響評価方法

書を７月１３日に長野県に提出し、１カ月間の縦覧が行われました。住民意見の募

集には町内から１名の方から事業計画や調査地点の修正などについて意見書の提出

がございました。 

 この方法書につきましては、町としても適正な方法書であるか検討し、また県知

事に提出する町の意見書の集約をするために御代田町環境影響評価方法書検討委員

会を設置し、７月２５日、８月２１日、１０月２日の３回にわたり検討委員会を開

催しております。この検討委員会の意見を踏まえまして平成２４年１０月２２日関

係町として方法書に対する環境保全の見地から町長名で県知事宛てに意見書を提出

しております。 

 平成２４年の９月２５日、新クリ－ンセンター整備関係市町村の事務レベル協議

会にこの日から初めて正式参加、今まではオブザーバー参加でございましたが、

２４年の９月２５日から初めて正式参加として初の会議が行われました。 

 これまでの協議会では、オブザーバーとして自発的に発言をすることはできませ

んでしたが、この会議から事務レベルでは一部事務組合設立に向けた調整事項につ

いて同じ立場で協議する場が設けられてまいりました。 

 平成２５年の１月２４日、環境影響評価の現況調査に着手し、約１年間に及ぶ調

査が開始されました。平成２５年度に入りまして、平成２５年度は主に環境影響評

価の現況調査の年となりました。そして、そのような中で平成２５年６月２１日、

１市３町の首長会議で一部事務組合の構成枠組みが佐久市、軽井沢町、立科町に御

代田町が加わりまして、名称が佐久市北佐久郡環境施設組合という名称が決定され

合意されました。この平成２５年の６月２１日に初めて１市３町ということで、御

代田町が首長会議のほうで構成委員として認められたという経過でございます。 
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 １１月１７日から１１月２７日の間に、町内５カ所で環境影響評価の現況調査中

間報告会を開催しまして計７７名の皆様に御参加いただいております。平成２６年

度今年度に入りまして、４月１６日に新クリーンセンター建設に係る環境影響評価

準備書が佐久市から長野県に提出され、１カ月間の縦覧が行われました。この縦覧

期間中に町内５カ所で環境影響評価の準備書の説明会を開催いたしまして９６名の

皆様に参加をいただいております。 

 準備書につきましても方法書に基づき調査が適性に行われ、予測評価がされてい

るか、適切な保全対策が図られているかなど、作成された準備書について検討する

ため御代田町環境影響評価準備書検討委員会を設置し、５月２０日、６月２０日、

７月１７日に委員会を開催しております。 

 このような経過を経まして１０月１日に、佐久市、軽井沢町、立科町、御代田町

によります一部事務組合、佐久市北佐久郡環境施設組合が設立され、去る１１月

４日に第一回目の組合議会が開催され今日に至っていると、このような経過でござ

います。 

 以上です。 

○１１番（内堀恵人君）  今、課長のほうから経過について説明がございました。この中

で建設費、それから維持管理費、それから温浴施設等の御代田町の負担金がどのよ

うになっていますか。全員協議会の中では説明があったわけですけれども、全員協

議会の後、世の中はちょっと物価が上がって来てるというような中で、今後、この

建設費とかふえることがあるのかどうか。 

 それともう１点、説明の中で、平尾地区の温浴施設、御代田町が温浴施設に対し

て負担金を出すというような説明が今ありましたけれども、それに対してどうして

御代田町が出すのか、その理由があると思いますので説明をお願いをしたいと思い

ます。 

○町民課長（荻原 浩君）  それでは、まず建設費についてお答えします。新聞報道でも

ございましたとおり、当初、１６億何千万円という予定で進めてまいりましたが、

昨今の労務単価の上昇ですとか資材費の高騰等がございまして、１８億数千万円と

いうふうに事業費は膨らんできております。こちらの事業費に対する御代田町の負

担額につきましては、おおむねの数字ですが、当初は１６億に対して六千数百万円

ということでございましたが、１８億に膨らんだということで七千数百万円という
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ふうに御代田町の負担額も膨らんできております。ただし、この建設費については

あくまでも概算でございます。議員がおっしゃますように現在ＤＢＯ方式、デザイ

ンと設計と運営を一括でということで、この焼却施設の入札の広告が行われており

まして、来年の１月２０日に入札が行われるというような予定になっております。

その入札になって初めて、デザインもそちらのほうに一括して委託しておりますの

で、施設の姿ですとか、建設費ですとか運営費はその後初めて正式に決まってくる

という状況でございまして、ただいま新聞報道でもありました金額につきましては

あくまでも現在の試算といいますか、現在、予定されている姿をベースとするとそ

のぐらいのおおむねの建設費が予定されて、当町の負担額はそのぐらいの金額にな

るという予定額でございますので、御了承をいただきたいと存じます。 

 それから運営費につきましても、構成１市３町の処理のトン数によりまして、毎

年毎年。前年、最初は処理トン数が決まらないわけですから、最初は計画額の処理

トン数割で負担額の割合が決められております、４.何々％でございますが、決め

られておりますが、前年度の負担処理実績が確定してきましたら、その実績の数値

を持ちまして、その割合を改めて計算しまして、その割合に基づく金額がその次の

年以降の負担額というふうになっておりますので現在のところでは幾らですという

ところは、ちょっと申し上げられませんが、おおむねの数字でということで御了解

をいただきたいと存じます。 

 あともう１点、温浴施設の関係につきましては、こちらのほう、先ほど経過のほ

うでも申し上げましたが、御代田町が正式に参加する前の段階から１市２町、佐久

市と立科町、軽井沢町によります協議が続けられておりまして、平成２２年の

１０月４日だったと思いますが、付で基本合意書というものが１市２町の間で取り

決められております。 

 その基本合意の中の条件に地元要望事項と、あと周辺整備事業費につきましては、

それぞれが忚分の負担をするという取り決めがございました、既に。その中、基本

的な１市２町の合意書のある中に御代田町が入っていきましたので、御代田町につ

きましても１市２町の基本合意に沿って忚分の負担を処理トン数割りで計算しまし

た負担分を、その率の負担部分を負担してくださいということが合意事項として求

められておりますので、そちらには同意しますという首長レベルの協議を経まして

現在に至って来ております。 
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 来年の１月１０日っていうのは、本体の工事ではなくて温浴施設のほうでござい

ます。ちょっと訂正をいたします。温浴施設の入札が来年の１月１０日に始まると

いうことで、本体のほうにつきましてはまだ先の平成３１年の４月稼働に向けて準

備が進められているところでございます。温浴施設の負担につきましては、先ほど

も本体と間違えて説明してしまいましたが、温浴施設の負担の金額につきましても

１８億というふうに新聞報道にされております。温浴施設の負担金のほうが

６,０００万から７,０００万円というふうに今、計画では上がって来ておりますが、

そちらの温浴施設の負担金額につきましても１月１０日の入札を経て正式に設計か

ら建設等が始まりますので、ここで正式な金額は決まってくるわけですが、現在で

の試算では温浴施設に対する負担金は七千数百万円というふうに決まっております。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  内堀恵人議員。 

○１１番（内堀恵人君）  温浴施設の負担金が７,６００万ぐらいという説明でございま

すが、これは御代田が入る前にもう佐久市と決まってるというような説明が、今、

ございました。それと、もう１点お聞きをしたいと思いますけれども、この間、正

式に町側から説明があったわけじゃないですけれども、佐久市のほうに問い合わせ

てみました。ごみの運搬車の関係ですけれども、平尾小学校の前の道路はごみの運

搬車は通らないでくれということで、市のほうに陳情が来ているそうです。 

 そしてそのかわりにパラダのスキー場へ高速から下る道、カーブのところを広げ

るために約１億ぐらいかかると。それを出すように要望、陳情が出ているというこ

とであります。 

 そういう中で御代田町もこれについて負担金があるではないかというような話を

聞いておりますけれども、これはどのように町側が聞いているかお答え願います。 

○議長（笹沢 武君）  荻原町民課長。 

○町民課長（荻原 浩君）  そちらの搬入ルートの地元地域からの要望というものは伺っ

ております。平根地区、先ほど経過の中で申し上げました平根地区を候補地として

忚募があったわけですが、そこに施設を建てるということの条件とまでは言ってな

いんですけど、建てるに当たっての要望事項ということで小学校の前の道は通らな

いでいただきたいという要望があるということは伺っております。 

 それに対しまして、特に南佐久方面から来るルートにつきましては中部横断道を
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使いながら高速道路を通って、南パラダのスマートインターチェンジ、そちらから

下りて、その南北線と言われている平尾山を南北に横断している道路があるわけで

すが、そちらを通って搬入するというルートが推奨されて、そこだけを通らなけれ

ばいけないっていうふうには聞いておりませんが、そこを推奨するルートとして使

ってもらいたいと。 

 ついては、南北線自体がちょっと曲がりくねったような道になっておりますので、

道路改良をしていきながら使っていただきたいということでございます。その南北

線の道路改良につきましては周辺整備という位置づけになっておりまして、施設に

パッカー車等が通るための施設建設地に対する周辺の整備費だという位置づけで

１市３町、構成市町村の、先ほど申し上げましたトン数割によります率で負担をし

てくださいという話までは来ております。 

 現在のところ、どういったような道路改良をするのかとか、どの程度のっていう

細かいところまでは決定にはなっておりませんので、幾らぐらい云々ということは

正式にはまだ、決まっておりません。ただ、おおむねの金額ということで、１億円

程度の道路改良になるのではないかというようなところは聞いておりまして、その

中の４.何％ということで四、五百万ぐらいの負担金が御代田町が生ずるというこ

とでございます。 

 議員がおっしゃいますとおり、そちらのほうも前段の段階で決まっていることで

ございまして、なぜ御代田町が負担しなければならないのかという話も、当然、あ

るわけでございますが、そちらを通っていただければ、例えば南北線を通らないで

ということになりますと、中部横断道を通って行きながら、西屋敷ですとか、小田

井、児玉っていうところを通られるよりは御代田町としてはそちらを通っていただ

いたほうが、そういった面におきましては協力してってもやぶさかではないかなと

いうふうに事務レベルのほうでは判断しておりますが、幾らぐらいの金額が適切か

というのは、正直申し上げまして判断はできません。 

 現在でも、どういった道路改良の姿になるのかというところまでは決まっており

ませんので、また、具体的になってきましたら全協等で報告しながら進めてまいり

たいと考えております。以上です。 

○議長（笹沢 武君）  内堀恵人議員。 

○１１番（内堀恵人君）  課長の今の説明では御代田町、一部負担するというような、今、
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説明ですよね。町長に聞きたいんですけれども、南佐久からごみの運搬、６０台か

ら７０台、運搬の１日に通るという状況の中で、御代田町がそこまで出すのかなと。

それはまたちょっと違うんじゃないかなというような気がしますけども。町長はど

ういうふうに考えますか、そこは。 

○議長（笹沢 武君）  茂木祐司町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇）   

○町長（茂木祐司君）  運搬にかかわる周辺整備の事業ということです。 

 それで、確かに６０台から７０台という南佐久含めて、そういう規模でのパッ

カー車が通過するということを考えますと小学校の前は通さないでほしいというよ

うなお考えも理解もできるところでもあります。 

 これは佐久市が通らないでほしいということから持ちあがった事業として１市

２町の中で既にそういう方向性が出ておりますが、御代田町としましても、当然、

パッカー車の運行ということが、まだ運行通路が決まっておりませんけども、既に

環境アセスを実施した段階では、ふるさと農道では基準値を既に超えているという

状況にもあります。 

 この施設を運営するために、御代田町内を走るパッカー車、特にこれは軽井沢と

御代田のものというふうに限定されるかと思いますけども、しかし、こうしたパッ

カー車が運行することで御代田町内、それはだから、草越区、向原区、児玉区とい

うことが通過して来るかと思いますけども。 

 こうした中で、児童の通学路等の安全性が例えば確保されないということや、そ

ういう趣旨の問題が起きたときには、御代田町としても当然、周辺整備としてそう

した安全対策を講じる要望をして、それを構成団体に負担をしていただくというこ

とを当然お願いをしていくというふうに考えております。 

 ただ、これ、私もちょっとわからないんですけど、既に現在稼動している佐久ク

リーンセンターに軽井沢町のパッカー車が御代田町の中を既に、運行して三十数年

経っているということで、それが最初、町内を走るということについてどういう取

り決めがあったりするのか、そこはちょっとわからないんですけど、実際にはもう

既にふるさと農道を走り、ふるさと大橋を通って、佐久クリーンセンターに運んで

いるという、実際にはそういうことが行われているという事実もあるということも

確認もしております。 



１２８ 

 いずれにしましても、佐久市における周辺整備だけではなくて、御代田町におけ

る周辺整備についても必要な部分については、例えば、この運行に関しては区の皆

さんとの協議ということの対象になるかと思います。そうした中で出されたものに

ついて改善が必要なものについては佐久市と同等に周辺整備として、御代田町とし

ては要求を当然して改善を求めていくという姿勢であります。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  内堀恵人議員。 

○１１番（内堀恵人君）  今まで、全然そんなこと聞いてなかったわけですけれども、南

佐久のパッカー車が通るのを御代田町が出すということはちょっとまた筋が違うん

じゃないかなと。今、町長の答弁では御代田町もそれなりに、同等に整備をしてい

くということでございますけれども。あとで、町長の確約書もありますけど、また

それも聞きたいと思いますけれども。やはり、首長としてだめならだめと、いいも

のはいいということをはっきり会議の中で言ってもらいたいと私は思います。 

 いずれにしても南小のところもパッカー車が何台も通ると。これからは通ると思

いますけど、これもきちっとどうに整備するのか。やはり同等に会の中で意見を出

してもらいたいと思います。それかきっちりと、それは御代田が出すものではない

ということで、やはり町長に言ってもらいたいところは言ってもらいたい、私はこ

のように思います。 

 次に行きます。面替の要望書でございますけれども、いまだに地元要望が出てい

ないということであります。いつになったら出るのか、また今まで遅れた理由、町

長は確か３月議会の全員協議会の中ではおくれてきていると、おくれたのは大雪の

せいでちょっとおくれたと。でも、３月いっぱいには、私が責任を持って取りまと

めるということを確かに全員協議会で言ったと思いますけれども。いまだに、出て

こない。そこのとこ、どうしておくれたのか、町長に答弁を願います。 

○議長（笹沢 武君）  荻原町民課長。 

○１１番（内堀恵人君）  町長に答弁。 

○議長（笹沢 武君）  先に町民課長の答弁で、その後、町長、答弁ください。 

○町民課長（荻原 浩君）  それでは経過につきまして、私のほうから先にお答えさせて

いただきます。面替区では区長、副区長など、６名の委員による面替区要望検討委

員会が定期的に開催されてきております。議員がおっしゃいましたとおり当初は
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３月いっぱいまでにということもございました。４月までに、５月までにというこ

ともございましたが、最終的には５月のゴールデンウィークのころに区民のアン

ケートを面替区でとりまして、その区民アンケートをもとにしまして先ほど申し上

げました６名の委員によります検討委員会が定期的に開催されてきております。 

 私どもと、あと佐久市も混ざりまして、３者での役員、面替区の区長さん、副区

長さんと御代田町と佐久市と３者での検討会も現在まで１８回、会議が開催されて

きております。面替区としての要望書の取りまとめがスムーズに行われるように、

事務局といたしましては面替区のペースに任せますということでお任せして話し合

いを持って来たという経過がございます。 

 今後の予定といたしましては、私が町民課のほうで聞いている部分につきまして

は、１２月１３日土曜日に対策協議会を開催し、その審議を経てから１２月の

２１日、日曜日に面替区の臨時総会に諮りたいというお話を聞いております。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  お答えさせていただきます。 

 事実関係としてはそういうことで、早期の取りまとめということを目指しました。

ごみ焼却場の建設に当たっては、きっと内堀恵人議員も塩野そのものが苗畑ごみ焼

却場に巻き込まれた中で、区民の中にいろんな感情とか意見があるっていうことは

きっと経験されてることかと思いますが、面替区の場合にもやはりごみ焼却場の問

題についてはさまざまな意見が出され、感情的な問題も出されてきた中で、特に面

替区としてはこの間、人口が減っていく、限界集落に近づいて行くという中で、例

えば、アサギマダラを呼ぶ、そうした取り組みで、地域の魅力を発信していこうと

か、人口をふやしていこうとか、最近も浅間病院のお医者さんも新しく面替にも家

をつくっていただいたんですけれども。 

 そうした取り組みを通じて、町外の人にぜひ面替に住んでほしいというような取

り組みをこの間、例えば稲作塾でありますとかいろんな地域の自主的な取り組みを

して町外や都会の人たちを呼び込んで一緒に作業をするというような取り組みをや

ってきているわけです。 

 そうした人口減尐に歯止めをかけようという取り組みを地域の人たちが一生懸命

やってきた中で、それに結局、逆行するごみ焼却場の建設地域のイメージダウンと
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いう、そうしたことに対してなかなかすぐにはイエスという状況にはならない。ま

してや、地元要望の取りまとめ、地元要望を提出するということになるとそれは建

設に同意していくことになるのではないかという非常に慎重論もありまして、そう

したことから地域での、面替区民のアンケートをとろうということで、そういう方

向になりまして、アンケートが５月１０日だったと思いますが、提出期限を持って

提出され、それがこの間、整理してきたところです。 

 今、課長から説明ありましたように、面替区から、そうした住民のいろんな感情

があるので面替区の主体性を尊重してほしいと。つまり、町側から余り圧力をかけ

ていついつまでとかというのではなくて、面替区の主体性に任せてほしいと。ただ、

要望については責任を持って取りまとめていきますという、そうした中で、この間、

佐久市と御代田町とそれから地元区の代表による協議をずっと続けてきて、やっと

取りまとめになってきたということであります。 

 町としては、この事業の達成にとって一番大事な事は地元の皆様の御支援、御協

力をいただけるか、御支援、御協力まではいかなくても御理解をいただけるかどう

かということが決定的な条件となってまいります。 

 これは地元要望の取りまとめから最終的には建設同意をいかに得ていくのかとい

うことがありますので、そういう意味では地域の皆さんの感情などを大事にして、

尊重していくということが最も大事な事だと思っています。そうした作業の過程に

おいて、ようやく１２月２１日に、区の臨時総会をもって要望書の議決された段階

で要望書の提出が行われるという段取りになってまいりました。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  内堀恵人議員。 

○１１番（内堀恵人君）  町長、このごみのクリーンセンターの建設は御代田町だけでや

っている問題じゃございません。 

 やはり、相手の１市２町の皆さんとやはり歩調を合わせていかないといけないと

思うわけです。そういう中で、要望書がおくれているという状況、それで、町長が

首長会議が５月の１９日にあります。これ、協議内容確認書、佐久市市長、軽井沢、

立科、御代田町長全部、名前を書いてサインしてあります。これは確認書でござい

ますけれども。 

 これに非常に、内容よく、きのう、見ました。これ、大変なことを書いてあると
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思います。クリーンセンター建設にかかわる条件整備。佐久市平根地区、条件整備

で要望される温水利用型健康運動施設については、温浴施設に相当する部分は１市

３町で忚分の負担をすると。これは先ほど聞きました。 

 そして、御代田町面替区の条件整備にかかわる要望事項を御代田町が取りまとめ

精査した段階で１市３町協議を行い、１市３町の忚分の負担をするかどうか決定を

する。この協議は一部事務組合設立のスケジュールとは切り離し、御代田町や要望

事項の全てについて要望どおり協議が整うことを、一部事務組合設立及び新クリー

ンセンター建設同意の条件とはしないと。これは、要望が認められなければ、恐ら

く建設に同意はしないと思います。 

 それで、最後に協議が整わない要望事項は御代田町で対忚すると。１市３町で、

会議の中で要望が認められないやつは御代田町で、税金でやってくださいというこ

とです。 

 この内容はちょっと、町長、町の長として、もう尐し責任を持って町のためにち

ゃんと会議をやってもらいたいなと思います。 

 それから、ここに１０月の全員協議会に出ましたけれども、豊昇区の要望が出ま

した。要望が幾つもあります。１０項目くらいありますけど、最後に回答は地区協

定の事前にお願いしますと、こういうふうに書いてあります。だからこの要望が認

められなければ地区協定には判こを押せないと、こういう意味だと、私は思ってお

りますけれども。 

 これについて、町長はどういうように思いますか。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  お答えいたします。 

 最初の地元要望の取り扱いということですけれども、これは最初、１市２町、つ

まり御代田町が参加していない段階での協定としては御代田町における地元要望に、

地元条件整備については御代田町で全部負担してくださいということが、最初の

１市２町のときの取り決めでありまして、それを御代田町に、御代田町の地元条件

整備は御代田町のお金で全部やってくださいということとして伝えられました。 

 で、それはやっぱりおかしいよということで、この話が始まって既に５年が経っ

てるわけですけども、御代田町がこの施設建設に当たっては、確かに地籍的な地元

は平根地区でありますけども、環境的な、環境の面での地元は御代田町だというこ
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とを繰り返し、繰り返し、この問題については市長、あるいは会議の中で、御代田

町がこの施設の建設によって一番影響をうける地域であり、地元であるということ

を主張してまいりました。 

 最初の段階では、御代田町は地元ではなく平根地区が地元だという協議の平行線

をたどりましたけども、私どもとしても、それは容認できませんので、繰り返し、

この問題については、御代田町、特に面替地区を地元として認めるということを繰

り返し主張してまいりました。 

 そうした中において、御代田町における地元条件整備については、真摯に対忚し

ていきますという、これは１市３町の首長会議の中での確認事項でありますけど。

つまり、御代田町の地元条件整備は、最初は、御代田町でやりなさいというのが、

今度はそれが交渉の中で真摯に対忚するということになって、そして、佐久市から

も御代田町の地元要望、これは地元というのは面替に限定するということで地元と

されておりまして、地元要望を出してくださいということで要請があって、今日の

地元要望を提出する段階に至っております。 

 先ほどの確認事項は何が確認されたかと言いますと、それは基本的には御代田町

からの地元要望の提出がおくれているということをもって、一部事務組合の設立と

この要望の取りまとめは切り離しますよと、それからまた、その要望の取り扱いに

ついて記載されたものですけども。 

 町としましては当然、地元から出された要望につきましては構成市町、佐久市、

立科町、軽井沢町の負担によって行われる地元要望ということと、それから一部事

務組合の負担によって行われる地元要望ということと、それから御代田町が将来に

わたって行う必要があると考える地元要望という３つに分けて、それぞれのところ

に、その要望を届けて、その実現を図っていくと。 

 間違いなく言えるのは、建設同意をいただく場合に、その地元要望がどれだけと

り入れられ、実現できるのかということが、恐らくそれは大きな課題になってまい

りますので、この地元要望が、わずかしか行われないということになれば、それは

建設同意は極めて難しい状況になってきますので、いずれにしてもそうした非常に

重要な課題でありますので、私としては当然佐久市、佐久市といいますか、御代田

町のほかの１市２町に強くこの要望の実現を求めていきたいと考えております。 

 以上です。 
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○議長（笹沢 武君）  内堀恵人議員。 

○１１番（内堀恵人君）  １市２町に、本当に精一杯町の長として接していってもらいた

いと思います。いろいろ、時間がなくなっちゃって、あと幾つかあるわけですけれ

ども、尐し抜いていかなきゃだめかな。ちょっと抜きまして、地区協定が確か９月

の全協で１２月ごろと明記はしてありませんですけれども、なんか口頭で言った覚

えがありますけれども、この点については間違いございませんか。また、この地区

協定については面替、豊昇、児玉の３地区であるかどうか。簡単に、ちょっと。 

○議長（笹沢 武君）  荻原町民課長。 

○町民課長（荻原 浩君）  お答えいたします。当初のスケジュールでは１２月ごろとい

うふうに予定しておりましたが、現状を踏まえまして、恐らく来年の１月、２月ご

ろまでずれ込んでいくという状況でございます。できれば１月ぐらいにはしたいと

は思っているんですが、場合によっては、２月ぐらいまでずれ込んでしまう。その

地元の要望に対しての回答事項がどの程度っていうところで、地元との調整がス

ムーズにいけば１月中に何とかいけるんじゃないか。それは御代田の面替地区だけ

ではなくて、平根地区に対してもスケジュールは同じスケジュールになってきてお

ります。御代田町の分の地区協定の調印を予定しているのはアセスのときにも同意

いただいた、面替区と豊昇区と児玉区の３区を予定しております。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  内堀恵人議員。 

○１１番（内堀恵人君）  この地区協定は、町長も参加して積極的にやるということでい

いでしょうか。これやってもらわないと困るなと、町長も地区協定についてはやる

というようなことを、全協で確か聞いたと思いますけども、どうですか、町長。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  地元要望については、そうした面替区の主体性を尊重して行いま

したけれども、これからの地区協定については当然、私の責任で、これは地区協定

いただけるように努力していくということで対忚したいと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（笹沢 武君）  内堀恵人議員。 

○１１番（内堀恵人君）  時間がなくなっちゃってちょっとあれですけど、建設がどんど

ん進んできちゃうというようなことを、私は本当に心配しているわけですけれども、
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この２ですね、この図を見ますと、２７年の４月ごろには地区協定が結ばれなくて

も新クリーンセンターは事業着手できる状態になってしまう。そういう中で、

２６年の９月に佐久市が住民説明用につくった資料のスケジュールでは、私たちも

一忚案ということでこれをもらいまいました。そういうことで、もらいましたけれ

ども、２７年の１０月には敷地造成の建設工事に着手する予定というようになって

おります。地元の同意が得られるめどもないまま、建設の手続きが進んでしまいか

ねない状況になっていることは、私は議会として、議員として大変、今、心配して

おります。こんな状況の中で建設の同意がもらえない状況の中で進んできた場合、

町長はこの建設に対して尐し待ってもらえないか、そういうことができるか、町長

にお聞きしたい。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  現時点でのスケジュールといいますか、考え方としては、御代田

町といいますか、地元の同意ということが前提としてありますので、そういうこと

から当然、最初の段階に御代田町も事務組合の構成団体にというのは、当然御代田

町の同意ということが前提とした計画になっておりますので、それは地元の同意が

あって初めて建設に進むというのが、基本的な考え方だというふうに思っています

し、そうした考え方で進まなければ、地元皆さんの反発を受けて、この事業を成し

遂げることができなくなってしまう、困難になるという事態になりますので、そう

した段取りをきちっと守って進めるように、私としては当然、対忚してまいります。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  内堀恵人議員。 

○１１番（内堀恵人君）  地元同意が得られない建設が、来年の１０月に着手していくと

いうのは、町長はとめると、こういうことでいいですか。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  いずれにしましても、今回の場合には御代田町の地元要望という

こともありますけども、佐久市に、平根地区における温浴施設のこともまだ決着が

ついているわけではありません。ですから、御代田町の理由だけで延びるとかそう

いうことではなくて、まだまだこの問題のそれぞれ佐久市と御代田町における地元

要望の取りまとめについては、今後、何が起きるかわからないという事態もありま

すので、そうした中での展開になっていきます。ですから、御代田町だけではなく
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て佐久市においても、そうした地元との対忚の課題はあるということを申し上げた

いと思います。 

○議長（笹沢 武君）  内堀恵人議員。 

○１１番（内堀恵人君）  それじゃあ、町長に確認しますけれども、地元要望が出なけれ

ば、もし工事が始まった場合、これ絶対阻止すると。これ確認しますけど、いいで

すか。そういうことで。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  地元同意がない中での建設の着工はあり得ないと考えております。 

○議長（笹沢 武君）  内堀恵人議員。 

○１１番（内堀恵人君）  町長は３月の議会、全員協議会でこういうことを、新クリーン

センター建設と地元同意については、政治生命をかけて臨むと言っております。こ

れは、今後こうした方向を決めてまいりますので、地元については率先して取りま

とめをしてまいりたい。それから、地元の理解を得るように努力をしたいと、この

ように覚悟しておりますということを言っております。 

 必ず、地元同意が得られない状況で建設がもし始まったとしたら、その工事が尐

しでも始まったときには、町長は政治生命をかけると言っておりますので、ぜひ、

こういうところはしっかりとやってもらいたいと思います。来年の７月ですから、

工事の着工予定は。ぜひ、そこら辺のところをしてもらいたいと思います。 

 最後にまとめに入りますけれども、いずれにしてもしっかりと町の代表としてや

ってもらいたいと思うと同時に、やはり私は町長の仕事は何かと、こんなふうに感

じるわけですけれども、時間があれば聞きたいですけれども、通告してないから私

の思いで話したいと思いますけれど。 

 町長の仕事っていうのは、やはり、町の発展のために、やはり外交が一番大事だ

なと。町の仕事は課長の皆さん、また職員の皆さん、しっかりやってくれておりま

す。外交、やはりセールスマンであり、営業マンであると思います。そういう中で、

それが町長しっかりやってくれていれば、今回のシチズンの移転ということも、も

っと早くに知っていたんではないかなと。そんなふうに思います。町長は、できる

だけこれからはとっていくというふうに言っておりますけれども、ぜひ、そこらの

ところはしっかりと横のつながりをとりながら、やっぱりやっていってもらいたい

と思いますし、また、１市３町の中で一番地元でありますので、言うべきことは言



１３６ 

ってもらうとしてもらいたいと思います。議会の中でも議会同士は本当に横のつな

がりをとりながら、しっかりやっております。今回の一部事務組合の議員構成も、

最初は副議長は立科という形でしたけれども、いろんな私たちのつながりありまし

て、御代田もそうだな、じゃあなんとか御代田に、じゃあ副議長というようなこと

で、向こうで折れてやってくれました。そういう中で、やはり横のつながりという

のが一番大事でありますので、そこらのところ考えながら、また、進んでいただき

たいとこのように思います。 

 以上で、質問を終わります。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、通告６番、内堀恵人議員の通告の全てを終了いたします。 

 この際、暫時休憩いたします。 

（午前１１時００分） 

（休  憩）   

（午前１１時１１分） 

○議長（笹沢 武君）  休憩前に引き続き本会議を再開し、一般質問を続行いたいします。 

 通告７番、井田理恵議員の質問を許可いたします。 

 井田理恵議員。 

（２番 井田理恵君 登壇）   

○２番（井田理恵君）  通告７番、議席番号２番井田理恵です。 

 私は、今回３件通告しております。 

 初めに、「我が町」ならではの地方創生へ再始動をとし、要旨として３つに分類

いたしました。１番、ダイアログ（グループワーク）など町民参加型ワークショッ

プを行い、幅広く、活力ある意見交換の場を実現する。これにより、持続可能なま

ちづくりに起点ができると考えるが町の考えはとし、平成１９年１０月２３日を第

１回とし、最終提言書のまとめを、２０年２月２６日に終結した、計５回の会議ま

ちづくりワークショップは、国土交通省の主管のもと、町づくり交付金事業を成功

するもとになる重要なスタートポイントとなったと把握しているところです。 

 私も当時、教育関係の代表の役を務めていたということで、参加する機会に恵ま

れました。経過にあまり相違なければ、重複説明は結構ですので、かかるまとめの

提言書により行政運営に、事業運営にどう反映されたかお示しください。 

○議長（笹沢 武君）  土屋和明企画財政課長。 
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（企画財政課長 土屋和明君 登壇）   

○企画財政課長（土屋和明君）  お答えをいたします。 

 井田理恵議員の御質問のとおり、平成１９年度に５回の町交事業の構想を作成す

るために、ワークショップを開催してございます。このワークショップの中では、

非常に多彩な意見がでました。御代田の駅を大宮の駅のように２階建ての構想にし

ようとか、夢のようなお話もいただいた記憶がございます。ただ、それがそのまま

計画に反映されたかたというと、そういったわけにはまいりません。そうした状況

の中で、第１期の町交の５年間の計画の方向性を付けたというところで、意見の反

映はされているんだと、確認しております。 

○議長（笹沢 武君）  井田理恵議員。 

○２番（井田理恵君）  あれから７年ほどあまりが経過いたしました。地域の平成１２年、

地方の平成１２年の地方分権と、失礼しました、一括法施行から地方の時代と言わ

れ、十四、五年も経過しましたが、地方と都市部はその差は、大局的にはあまり変

化していないと感じるところであります。そして現在、２０１４年、秋。町・人・

仕事創生法案及び地域の再生の一部を改正する法律案の地方創生関連法案、２法案

が可決を致しました。そして、この政策実行をより重点項目と捉えているようです。 

 しかしながら、それは従来のばらまき型ではなく、政策提言が地方自治体自らが

考え、責任を持って取り組むことが重要とされていると示されています。地方自治

は住民自治でもあります。ただいま、さまざまな意見が、夢のような意見が出た。

そんなお答えもありました。けれども、その中にたくさんのヒントや住民自治、皆

さん、住民が自分たちでまちづくりをしていくんだという意識の啓発には非常に役

立ったと私は捉えております。 

 今般、まだまだ人口が微増している生産年齢人口が、特にこの佐久地域では御代

田町はトップです。トップに近いと把握しています。この、今こそ積極的に街づく

りの起点となるアイディアや意識を掘り起こすよりよい、ワークショップ的な議会

で、寄合的な話し合いでもよいので、ぜひ、検討していただきたいと思いますけれ

ども、いかがでしょうか。 

○議長（笹沢 武君）  土屋和明企画財政課長。 

○企画財政課長（土屋和明君）  お答えをいたします。 

 この地方創生ということで、昨今、解散前に駆け込みで法律が成立したわけでご
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ざいますが、まだ内容的には詳しく伝わってきてません。それぞれ、地方の自治体

が独自の再建策といいますか、そういったものをまとめて、それを自由に使える交

付金がくるようなお話ではございますけれども、まだまだ状況は把握ができてござ

いません。それで、お尋ねのいい機会だから、ワークショップ的なものをという御

提案でございますけれども、現在、町では出前町長室、それから区長会、あるいは

各種団体等の意見交換や、各種計画策定時に行います町民の意識調査、アンケート

調査でございますね。それから、町民懇談会などを開催いたしまして、町民の皆様

の意見を各施策に反映をしてきているところでございます。 

 議員おっしゃるワークショップの開催については、確かに１９年度の町交の構想

をつくる上で行ったことはございますが、実態としてはその後、まとめるほうが非

常に、その夢のようなお話によるヒントということもいただきましたけれども、本

当に実現可能な施策なのかどうかというところでは、夢の話をしていただくのはい

いんですけれども、事務レベルで実際に実施できる計画とするためには、その取り

まとめのほうが非常に膨大な状況になった。提案いただいたものを尐しでも繁栄し

たいという意思はあるんですけれども、この地域に即した状況でない、特に駅前の

その町の顔みたいな形で考えてらっしゃる方が非常に多いと思うんですが、これも

私の私見でございますけれども、今現在しなの鉄道だけしか走っていない御代田の

駅が、果たして本当に顔なのかという状況、駅前の整備をすればことが解決するて

いうような意見が非常に多くあったと、私は記憶しております。 

 ですが、私の子育てのときには、子供たちが高校に通うのにしなの鉄道を使って

おったんですけれども、夕方の電車が着く時間帯には駅前に車がいっぱい並んでま

すけれども、５分もしないうちにそれぞれの指定の吸収した車がすっと消えて、駅

前を滞留する人はほとんどいらっしゃいません。果たして昼間はどうかというと、

昼間はほとんど人もまばらな状況でございますので、実は、ニワトリが先か、卵が

先かはわかりませんけれども、駅前には昼食をとる、そういったお店すらない。そ

れは人がいないからなのか、店がないから人が来ないのか、それは定かではありま

せんけど、そういった状況です。 

 ですから、このワークショップをある意味町側が開催しても、本当に有益なもの

になるかどうかっていうところが、疑問があると思うんです。そんな状況の中で、

例えば議員の皆様が中心となって開催するとか、リーダーとなる町民の方々が個別
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に開催をしていただきまして、その中で意見集約したものもまちづくりにおける提

言書というような形で提案してもらうことも一つの方法かと思っております。町に

おきましても、このまま町民の意見を反映させるべく、引き続き意見交換会、それ

から町民の意識調査、懇談会など、必要に忚じて行ってまいりたいと、こんなふう

に考えておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（笹沢 武君）  井田理恵議員。 

○２番（井田理恵君）  住民の意見の懇談会で、出前町講座、いろいろお話をいただきま

した。その中、町の方からも私もいろいろ御意見をいただいております。では、そ

の住民懇談会やアンケートはどう生かされるのか、どうレスポンスがあるのかとい

うことについて、非常に疑問だという言葉もいただいています。 

 町長への手紙、これは一つわかりやすいところですけども。町長への手紙をとい

うことで、それぞれ皆さん、いろんな考え方がありますので、それを受け入れる受

け入れないはまた別の話でございます。その中で、じゃあこれはなぜそれが無理な

のか。そういったら丁寧な、それが仕事上いろいろお忙しいと思いますので、町長

自ら出なくても結構ですけれども、町長名として町長に来た手紙に対する、その答

えやそしてアンケートも以前、建築、建設の町の道路について、民間のシンクタン

クの委託して、アンケートがあったと。道路はつくればいいほうにきまっているじ

ゃないかと。要するに、その方たちのお話によると、これはガス抜きのためのアン

ケートではないかと。そのように受け取られたのは、私もとても残念だなと思いま

した。ですので、そのアンケートをとったり、説明会をするための説明ではなく、

それをしたという結果を残す、じゃあ、そこから何を、ＰＤＣＡサークルってよく

いいますけれど、プラン、実行、そして、最後にそれをまた検証するという、そう

いった行政の中でもいろんなことが、方法が、仕事の方法としてやっておられると

思いますので、行政のプロの方ですので、私も、じゃあどうしてそれ一般の人にそ

のことについて、なかなか伝わってないということを感じました。あくまでもこれ

は、いや、そんなことはない、こうやってる。じゃあ、こうやってるけど、こうや

ってる、こうやってない、そうじゃなくて、やはり住民の方には尐なくても説明会

や報告会について、やっぱりそれがうまく風通しがいいものになっていないという

意見をいただいているということは、この場でちょっと私、お話させていただきた

いと思いました。 
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 それから、今、まちづくりのワークショップ、これは私、一つの方法論に過ぎな

いんです。ですので、今、もちろん議会や民間が主体となってやるのも、それが一

つの、一つのというか、それが本当は王道かなとは思います。だけれども、そこで、

じゃあ一部の町民の方だけ、一部の議会だけ。それでは、やはりそこに行政が入っ

てこそではないかな。それをまたまとめたときに、これはできません、これは検討

しますっていう答えで、結果的にはそういう答えだと思いますけれども、やはりみ

んなが、官民が一つになって、意見集約、新しい型の意見集約をする形を模索して

いくのは大事なことかなと私は思いました。 

 私、個人的には今まで、経験上ワークショップ型をほかにも意見交換の場として

幾多となく、経験してまいりました。最近のところでは、早稲田大学の経済研究所

主幹で、他市町村、他県、そして一般市民参加のワークショップで大いに考え、意

見交換を致しました。中でも特にやっぱり、一番印象に残ったのはやはり一般の方

の、夢のようなこともおっしゃいますけれども、全然視点の違った、住民目線に立

った声がたくさん聞けたということが、とても実感として残りました。今回、こう

いう方法論として提案をいたしました。官民一体となった場の一歩としてぜひ検討

していただきたいと思います。それは、今課長がおっしゃられたように、私たち議

会もそうですし、皆さんが一緒になってやらなければいけないので、石を投げかけ

させていただいたという形で結構でございますが、町のほうも担当課として、ぜひ、

検討していただければいいかなと思います。 

 今、現在では塩尻市や横浜市では、特に若いお母さんたちや子育て世代の人たち

の意見も、とっても寄合座談会のようにしてやっております。１人の意見を一方的

に話すのではなく、本当に楽しい形でやっていく、そんな形になりました。まちづ

くりワークショップの、今のことに戻りますけれども、訂正をさせていただきたい

と思いますけども、今、駅前の事業について、皆さんが駅前さえよければというよ

うな、そうでなくて、もともと確か私の調べたところによりますと、駅前づくりと

いう、確か課題が与えられて、皆さんでそこについて話さなければいけなかったと

思うんです。そうなると、そこから今、やはり駅前が本当に今、御代田の町の中で

一番重点的に考えなければいけない地域なのかということを、むしろ町民の方が、

皆さんが意見を合わせて、そういう結果になったんだと私は記憶しております。そ

して、さらにそこから派生して、いろんな、いやいや駅前だけではない、ここの地
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域、ここの地域、そういったヒントも得られたかのように存じますので、もし私の

記憶が違ってたらいけないんですけれども、そういう計画があったと存じておりま

す。 

 それでは、次に、そのまま続けてまいりたいと思います。佐久圏域で埋没されな

い方策として果たすべき役割はということで、佐久圏域は１１市町村で構成された

生活地域圏域自治体であります。広域事業として多岐にわたって、その効率的、友

好的事業を行政事業が運営されるべき展開されていることは周知のことと存じます。 

 本質問は、そんな中で、今回は不交付団体であります。軽井沢町とこのごろ積極

的に躍進する佐久市の間に、ベッドタウンの当町として存在する当町という括りの

中では、どう捉えているか伺います。 

○議長（笹沢 武君）  土屋和明企画財政課長。 

○企画財政課長（土屋和明君）  お答えいたします。 

 議員おっしゃる発言の要旨の中にございます、佐久圏域で埋没することはどのよ

うなことかはわかりかねますけれども、今お話の中では交付団体の軽井沢と躍進著

しい佐久市の間でということかと思います。御代田町には御代田町の状況があるの

かなということは、先の五味議員の質問でもお答えしましたように、御代田町地価

が安い、そういった状況の中で人もふえている。佐久ばかりではないです。遠方ま

で通われている人もいますけれども、昔よく言った衛星都市というような状況の中

で、夜間人口のほうが多いのも、これは町が生き残っていく上では重要な話だとい

うふうに考えております。そういった意味で、軽井沢にない状況のもの、佐久には

ない状況のものをこの御代田町が有しているから、人口もふえた、前に比べてふえ

ている状況があるのかなというふうに感じております。 

 現在、御代田町は、議員のお話にもありましたけれども、佐久広域連合や一部事

務組合の構成団体として広域行政課題に積極的にかかわり、サービスの向上と効率

化に努めてきているところでございます。そのほかにも、小諸、軽井沢との１市

２町による共同事業も４１項目にわたり、共同実施して地方自治体の枠を超えたま

ちづくりを推進しているところでございます。さらに、佐久定住自立圏構想に周辺

の市町村とともに協定を結び、定住自立圏共生ビジョン、これに基づきます２４事

業を共同実施し、圏域全体の生活機能の強化、活性化を図ってきております。この

ことから、現状でも、佐久圏域の一自治体としての役割は十分果たしているという
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ふうに感じております。 

 以上でございます。 

○議長（笹沢 武君）  井田理恵議員。 

○２番（井田理恵君）  今、お話のありましたとおり、佐久圏域定住自立圏ということで、

こちらの定住促進、今、さかんに叫ばれております。定住促進圏域というのも、小

諸市が加わりまして１２市町村になりました。小諸市は小諸市で、それぞれの課題

があってのことですけれども、佐久市は空き家バンク、だいぶ全国でもトップのほ

うになっているそうでございますけれども、そういう意味ではクラインガルテンを

持っているところ、必死の思いで皆さんがそれぞれ、定住自立圏といいながら、や

はりそれぞれ単独でやっぱり皆さん、ある意味では競争でございますので、やって

いる。共同でやることと競争でやること、共存してやること、そして外に対してア

ピールすることというのも非常に大事かなと思っています。 

 そんな中で、今お話があった定住自立圏ということの中で、ちょっと２４年から

２８年、これ本当にたぶん予算を付けるのっていうのが、これ広域の中で必要がな

かったことなのかと思うんですけれども、圏域の連携の観光事業っていうのが広域

の中で調べますとゼロなんです。これは、今言ったように、それぞれが競争でやっ

てるから必要ないとみなされているのかもしれませんけれども。ちょっと話が飛び

ます。 

 それはなぜかというと、当町へなぜ移住してきたか。スローライフを求めて、あ

る一定年齢以上の方が移住してきた。そういうこともあります。けれども当町は

３０代の若い方、働く世代の生産年齢人口の方も移り住んでおあります。そんな中

で、定住自立権を広域でやはりＰＲする必要があるということを実感したのです。

それはなぜかと言いますと、私ちょっとそう言ったお宅に何件か行ってお聞きしま

した。やはり、最初は軽井沢に仮住まいをしたとか、軽井沢がいいとか、そういっ

たイメージ、ブランド志向がある方もいらっしゃいました。けれども、やはり今、

何度も重複するのでしませんけれども、地理的な、位置的な条件や、土地分譲の区

画が軽井沢では大きく手が出ない。いろいろ探してきたが、不動産屋さんの情報か

らここに、日当たりもよく環境もよい、新幹線も近いと。本当にこれは本当に生の

声です。本当にありがたいなと思いました。 

 そういったときに、じゃあ今言ったスローライフを求める、南佐久のほうに求め
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る方もいます。そして、佐久市、市内に求める方もいます。それはまだ、わからな

いながら手探りで調べているっていうか、そういう層の方っていうのは掘り起こせ

ばいると思うんです。それをやはり、時には一つになって、そりゃ選択をするのは、

それをさがしてこちらに来ていただく方々でいいと思うんですけれども。そういっ

た一つの浅間南北の一つの自治体の集合体として、やっぱり尐しは予算を付けて観

光的な、単なるきれいな写真のパンフレットではなく、もう尐し何かやっていただ

けるんじゃないかということを非常に感じましたので、黙っていてもそういう意味

では逆に言うと、じゃあそういうことで御代田を選んでくれたんじゃ、いいじゃな

いかって思うかもしれませんけれども、もっともっとそしたら掘り起しができるの

かなと私は思いました。 

 そういう意味で、埋没されない方策としてというのは、果たすべき役割というの

は、広域事業としてしっかりと今までも果たしているというお話がありました。結

構でございます。これからやはりそういう意味で、ここからはこの部分に予算を付

けるほうが広域としていいので、あえて御代田町から発信していただきたい。佐久

圏域の中で、佐久広域の中で、発信していただきたいなと思うところでございます

が、いかがでしょうか。 

○議長（笹沢 武君）  土屋企画財政課長。 

○企画財政課長（土屋和明君）  あえて、御代田町からの発信ということで、その前段と

しては広域での連携の観光振興事業、これが見当たらないというようなことである

ようですが、ちょっと私も今、専門でないんであれなんですけれども、町単独の観

光宣伝だけでなくて、複数の市町村で行っている観光宣伝、この広域、定住自立圏

構想とは別ですけれども、こういった取り組みは十分しているというふうに自負は

しております。 

 それから、スローライフということでの移住ということでありますが、やはりこ

れにつきましては、面替でこれから展開していくクラインガルテン事業もこの一つ

になりましょうし、果たしてそれ以外の地域でスローライフという状況が、基幹産

業として行われている野菜づくりのエリアの中で、果たしてマッチするのかだとい

う部分も一つあるような気はいたします。 

 それと、このスローライフということで、実は多くの方々、中には３０代とかそ

ういった形の生産年齢人口の方々もいらっしゃいますが、どちらかというとこのス
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ローワークを求められる方っていうのは、第一線を卒業された方々でして、このス

ローライフかどうかわかりませんけれども、軽井沢町に移住される方々っていうの

は、現役世代を終わった方々が非常に多いようです。これは１０年たちますと

６０歳でも７０歳になります。そうすると当然、加入される保険が国民健康保険と

いう形になってきます。高齢者人口がふえることが本当にいいのかという状況で考

えますと、生産年齢人口で働いて税金を納めてくださる方々がふえることのほうが、

町の活性化にはつながるという状況でございましょうから、井田議員おっしゃるよ

うに、ターゲットを絞るということであれば、職は御代田町になくても、住をこち

らに持ってきてもらって人口がふえるのも非常に大切な方法だと思いますので、折

に触れて情報発信など、これからしていく予定でもありますし、遅ればせながら、

御代田町も空き家バンクを新年度からは何とか始めていきたいというような取り組

みもしてございますので、そういったことで御理解をいただきたいと思います。 

○議長（笹沢 武君）  井田理恵議員。 

○２番（井田理恵君）  今、ちょっと私の説明が悪かったのか、お話が噛み合わなかった

んですけれども、お話を聞いていただいてたのか、ちょっと失礼ながら。 

 スローライフ、例えば南佐久のほうではスローライフ、よく圏域の定例書の中に

書いてあります、これは。南佐久地域をスローライフを重点としてするとか、そう

いうふうに書いてございます。ですので、私が今、御代田町は、今もう例を上げま

したけれども、生産年齢人口がまたふえてくるところなんです。ですので、そうい

った特性をもっとアピールするということで、決してスローライフを、スローライ

フの方はスローライフの方で、非常にありがたく来ていただく。それは結構でござ

います。そういうことを今、言っているのではなく、それぞれの地域の、圏域の中

でも地域の特性があります。でも、それ全体として見ていただく中で、自分に合っ

たところはどこかというような選択肢があるという中で、今お話をいたしました。

空き家バンクにつきましても、ぜひ、どしどし私も、そうですね、過去の一般質問

でお話しましたけれども、諸先輩の議員さんもそれはそういうことを話しているよ

っておっしゃってくださいました、空き家バンク。今、非常に私の近所でもふえて

おります。佐久市がもう今、全国、佐久市に今、倣え倣えと言っているわけではあ

りません。でも、かねてからの課題であったことでございますので、ぜひ積極的に

進めて、施策を進めていただきたいと思いますけども、いかがでしょうか。お願い
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いたします。空き家バンクについて。 

 じゃあ、もういいです、結構です。時間がないので。 

○議長（笹沢 武君）  答弁いいですか。 

○２番（井田理恵君）  はい、結構です。済いません、それでは３番にいきます。 

 地元大企業についての理解と信頼、連携を深める取り組みはということで、会議、

３番にもあります。本会議の町長招集挨拶でも述べられたシチズングループ、シチ

ズン時計株式会社が佐久市へ移転されるという件につきまして、既に新聞等、御承

知の町民の方も大多数と多くいられると存じます。私たち議員も、議会も突然の方

であり、過日、報道後、臨時全員協議会で正式に報告を受けた次第です。経過説明

は重複となりますので結構です。 

 そうした経過、結果を踏まえ、先般の全員協議会の結果として、結果を得て、取

り組んだこと。そして、課題をここで改めてお示しください。 

○議長（笹沢 武君）  飯塚産業経済課長。 

（産業経済課長 飯塚 守君 登壇）   

○産業経済課長（飯塚 守君）  それでは、御質問の地元大企業との連携等について、お

答えしたいと思います。 

 議員の皆さんは既に御承知のとおり、年に一度の定期的に地元大手企業との懇談

会を開催しております。本年につきましては１１月２５日、今回から新たに笹沢議

長、古越副議長、小井土町民建設経済委員長にもご臨席いただきまして、開催しま

した。 

 懇談会の中では、町側から統計収入に基づく近況説明、今後の幹線道路の工事予

定箇所などについて、理解と協力をお願いしました。企業からは、現状と雇用情勢

などについての説明と、町行政に対する御要望等をいただいております。２月の大

雪による影響が大きかったためか、今回は除雪に関する御意見等を頂戴しておりま

す。 

 参加企業は、ミネベア（株）、シチズンファインティックミヨタ（株）、シチズ

ンマシナリーミヤノ（株）、シチズン時計マニュファクチャリング（株）の以上

４社でございます。そして、これとは別にミネベア（株）とは春、秋の年２回、同

様の懇談会の機会を設けております。直近の懇談会は１１月７日ミネベア（株）に

副町長、総務課長、企画財政課長、産業経済課担当の４名が訪問し、実施しており
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ます。ミネベア（株）からは業績に関する報告のほか、工場地内で発生する排水の

下水道つなぎこみに関する説明などがありました。町側からは連携、協力の依頼と、

情報交換などを行ってまいりました。こちらにつきましては、引き続き来春の開催

も予定しております。 

 また、理事者では１２月３日より企業訪問を随時、今申し上げた大手企業等を中

心に実施してる状況でございます。町事業につきましては、工業振興条例に基づく、

工業振興奨励補助金を先ほどの４社と日穀製粉（株）を加えた５社に対し、平成

２５年度は総額２,９６６万１,９００円を支出しております。この事業の内容です

が、新規の設備投資に対する固定資産税相当額を３年間にわたり補助するというも

のでございます。 

 以上、定期的に行っている取り組みを中心に報告いたしました。当然のことでは

ありますが、担当課では企業側から何かお声をかけていただければ対忚しますし、

こちらからも積極的に情報提供等を行って連携等を図っていきたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  井田理恵議員。 

○２番（井田理恵君）  町民の方からも心配と不安の声が幾つか寄せられています。ぜひ

地元自治体、多くの意味で経済を支える大企業の魅力や、この地で、この町である

からこそのゆえんということを認識し、町民もみんなで認識し、中小企業との連携

を活用し、町民の安心感も確保できる、地元に基づいた企業としてより大切にして

いくことが大事かなと私は思います。 

 そして、前段の先輩議員のお話にもありましたけれども、首長、町長の果たすべ

き役割、ぜひトップセールスをして、私もさきの一般質問でもそのことも述べさせ

ていただきました。トップセールスというのは、そういう企業、団体へのトップと

の連携、それはやはり市民レベル、官レベルでもそうですけども、そこの一番頭と

なるリーダーとなる方のトップセールス力というのがとても大事かなと思います。 

 国の首相が大事な、一番最後やるべき仕事というのも外交と防衛かと思います。

あとのことは皆さん、各官僚、もちろんすべての政府が一環となってやることでご

ざいますけれども、その人自身がやるべきことと。それは町においても地方自治体

においても、防衛というのはなかなか、防災につながるんでしょうかね。でもやっ
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ぱりそういう意味での外交というのは非常に大事かなと思いますので、ぜひよろし

くお願いします。 

 続きます。来春より改正施行の新教育委員会制度への準備体制はということで、

２７年４月より地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律が

施行される。これにより、新教育委員会制度となり組織編成が刷新される。教育長

の役割。首長との関係がより明確に位置づけられる。 

 １、周知なども含めた確認と準備状況はということで、続けて２番、教育長施政

方針の提言を明示、広報する必要ありと考えてますがいかがでしょうかということ

で、今回刷新される内容の概要について簡単にお話いただきたいと思います。確認

をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  重田教育次長。 

（教育次長 重田重嘉君 登壇）   

○教育次長（重田重嘉君）  それでは、まず私のほうで改正の概要についてお答えいたし

ます。 

 まず、現行の教育委員会制度は、１として教育委員長とそれから教育長、２人体

制なんですが、どちらが責任者かわかりづらいと。それから２番目としまして、い

じめ問題等の重大事態に対して迅速に対忚できなかった。それから３番目として、

地域の住民民意が十分に反映されないというような意見が指摘されておりました。 

 こういった指摘を受けて、政治的中立性、それから継続性、安定性を確保して、

１つとして教育行政における責任体制の明確化、２つ目として、迅速な危機管理体

制の構築、３つとして、地域の民意を代表する首長との連携強化、このようなこと

から改正が図られます。 

 大きく分けて４つのポイントがありまして、１点目が教育委員長と教育長を一本

化した新教育長設置、２点目として教育長へのチェック機能強化、会議の透明化、

それから３点目が全ての地方公共団体で総合教育会議という会議を設置、それから

４点目として教育に関する大綱を首長が策定するというような内容でございます。 

 大まかな点は以上でございます。 

○議長（笹沢 武君）  井田理恵議員。 

○２番（井田理恵君）  今お話、お示しいただきました。ここで重要なポイントは、これ

まで形骸化されてきた教育委員長と教育長の関連性、関係性や位置づけを実態に合
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わせてその意思決定権を、政治的中立性を持ってと言いますけれども、教育長とす

るとなりました。 

 その意思決定が、今までの教育委員会制度の中では意思決定権を持つという位置

づけでしたけれども、それは実態としてはちょっと違っていたということは私も実

感を持って感じるところでございます。 

 ただ注意すべきことがあるなあと感じました。それは、首長が理事者として任命

するのは基本的に変わらないのですが、その教育的大綱を、うちで言えば町長です

けれども、町長が決めるということでございます。 

 そして、新教育長は町長の教育的主観に基づいて、思想信条を引き継ぎながら任

命されるということです。心配し過ぎることは全くないと思います。今までもそう

であったかのように、やはり首長と言えども必ず御自分の思想信条があると思いま

す。けれども、今うたわれたように中立、公平、公正という言葉が上げられていま

す。そんな中で、私はぜひここのところはしっかりと受けとめて新しく、新たにま

た組かえられます新教育長に対しての確認や任命をお願いしたいと思います。 

 そして、私も過去の学校図書司書への要望のときにちょっと１つ気になりました。

それは、町長の教育的見地というのが私の中で余り明瞭でございませんでした。そ

れは、福祉の部分での子供たちを育てているということと、教育ていうのは、そこ

でも尐し触れましたけど尐し違うんですねやはり。 

 ですので、今重なりますのでぜひ教育的見地をしっかりと御自分の中で、次に町

長になられる方は確認してやっていただきたいということをここでまた申し上げて

確認したいと思います。 

 続いての、なぜ教育長施政方針の提言を明示、広報する必要ありと考えるかとい

うことでございますけれども、今般そういう、もう何十年も続きました戦後、教育

委員会制度が新たに抜本的に変わります。 

 そうなりますと、やはり理事者でありますけれども教育長というのは非常に大き

な意味合いを持つ、今までももちろんそうですけれども、位置づけでございます。

教育長としての、教育委員会としてのひだまりっこプランじゃないですけども、朝

ごはんを食べよういろいろ流されてますけども、そういったことはとてもまた一つ

一つ項目については大事ですけれども、教育長としてどういった教育方針でこの町

の子供たちを育てていくのかていうことを、やはり挨拶ではないですけれども１つ
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の理事者としても、新教育長としても紙面を取って提言していただくというのは私

は大事かと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（笹沢 武君）  櫻井教育長。 

（教育長 櫻井雄一君 登壇）   

○教育長（櫻井雄一君）  それではお答えします。 

 ただし、新教育長制度化ていうことがまだ４月からですので、新しい教育長につ

いての任命については当該地方公共団体の長の被選挙権を有するもので、人格が高

潔で教育行政に関して識見を有するもののうちから、地方公共団体の長が議会の同

意を得て任命するということになっており、任期は３年となっております。 

 経過措置が設けられていることから、移行時期は未定であり、この場合明示広報

をお約束することはできませんが、移行の際には首長、新教育長とも協議しながら、

何らかの方法で町民の皆さんに方針等を発信することができればと考えております。 

 今、現行制度の場合で言いますと、結論的に申しますと新しい教育方針は示しま

せん。確かに、高山教育長の後任として新教育長として就任しましたので、大体的

に教育方針を提言する方法もあろうかと思いますが、私は教育長就任の挨拶でも述

べましたように、御代田町教育委員会の進めてきました教育方針、教育目標がござ

いますので、その方針を踏襲し、いかに幼児教育、学校教育、家庭教育、社会教育

で具現していくことが私に課せられた課題と考えております。 

 例えば、学校今現場では、御代田町の目指す子供像は人間力の向上であります。

その大きな目標を受けて、教育目標を学力の向上、体力の向上、体制の育成の三本

柱で具現しようとして各学校に示してきました。教育現場では、さらにそれぞれの

学校で学校目標を立て、あらゆる教育活動を通じて目標の具現を図っていただいて

おるところでございます。 

 本年度は、特に小中一貫的な考え方で幼保の先生方も加わっていただき、子供た

ちの育ちについて同じ方向を向いて教育しようと連携を深めているとこでございま

す。例を申しますと、１０月２１日には３校の先生方の研修会を初めての試みであ

りますが、幼保の先生方にも参加していただき、子供たちの育ちについて話し合い

を持ちました。 

 さらに、障害のある子供たちの育ちについては、地元の御代田町の出身でござい

ます福井大学の松木先生をお招きしまして、幼、保、小、中の先生方と福祉係長、
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それから町民係長、保健師が一堂に会しまして研修会を行いました。 

 ここでは事例研究と松木先生の御指導を受けたところでございます。この研修会

も、御代田町の子供たちをいろいろな立場の方々の知恵と協力を得て育てていこう

と考えているからでございます。 

 あと、家庭教育についても、それから社会教育についても今進めておるところで

ございます。特に、社会教育においては御代田町は生涯学習が大変活発であります。

それだけに、何とか学校教育とタイアップして進められないかと現在模索している

とこでございます。 

 生涯学習と、あるいは社会教育と学校教育が結びつき、学校と家庭と地域が連携

して御代田町の子供を育てていくようなそんなコミュニティスクールを進められな

いかと今頑張っておるとこでございます。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  井田理恵議員。 

○２番（井田理恵君）  教育長の今力強い具体例、子供たちになされている教育の一つ一

つ、ほんの一部ですけれどもお話をいただきました。提言はしないということで、

私の質問自体が尐し無理があったかなとは思います。ただ行政はそのまま進んでお

りますし、子供たちは毎日育っておりますので、今の現在での教育長のお考えをお

聞きしたかったところでございます。 

 それにしても、そういう意味では、私も最初の説明と確認を怠りましたが、施行

への経過措置ていうのは急激なことですので、各自治体に任せられております。た

だ、それがいつまでもそれでいいというわけではありません。 

 しかも今１２月ですので、今度のもう春からそういうことを積極的に施行される

わけでございますので、その発言の中でぜひ具現化してる事例ていうのは非常に、

一つ一つ子供たちにとって、保護者にとって、私たち町にとっても一番教育という

のは大事なことでございますので、それが１つの教育委員会としての答えというの

も理解するところでありますけれども、注視しながらぜひ今の一番最初の新教育長

です。今度これからなるのは。 

 新教育長は、今まで、あえてそれでも教育委員長と教育長というのが２人いたわ

けです。それを１人に集約されるわけですので、大綱も、何度も話してすいません

けれども町長が決めるわけです。 
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 ですので、だんだんそういう意味では今までのことと齟齬が出てくると思います。

それを経過を見ながら、ぜひこうしたことも検討していただきたいと思います。そ

れはね、強いメッセージじゃなくても決して結構だと思います。 

 この教育長がおっしゃってることはこんなことかな、やはり顔が見える、可視化、

見える化、よく今使われてる言葉ですけれども、この方が今教育のトップに立って

いるんだと、やっぱりそういうイメージというかそういう発信というのは非常に大

事なんですね。 

 ですので、また動向を見ながらまた教育委員会としても検討していただきたい。

それは、根拠としては既にほかの自治体はもうやっているところがあります。もう

当たり前のように市政町政のたよりの中に、必ずトップが並んで提言方針を出して

いるところがありますので、ぜひまたひとつ参考にしていただくというか課題にし

ていただきたいと思います。 

 なかなか私が願っていることが、まだまだ未開のことで残念でございますけれど

も、３つ目です。 

 国が推進する温暖化対策キャンペーンに参加町宣言へということで、このまま通

告文を読みます。今春３月横浜市において、気候変動に関する政府間パネル、ＩＰ

ＣＣ総会議が開催された。環境省は温暖化防止活動を、これよりファントゥシェア

として新キャンペーンで打ち立てた。豊かな景観・自然と人に優しい環境を唱え、

一歩一歩進んできた当町こそ低炭素社会実現をめざす町、そんな宣言をするにふさ

わしいと捉えられる。ありのままで宣言参加をということで、これは３つ目に持っ

てきましたのは、あくまでも私も今個人的に非常に関心があって、以前から進めて

いた環境のことに対してですけれども、尐し今回は投げかけとして時間をいただき

たいと思いまして、多分時間が押して時間がないなと思いましたけれども、皆さん

に考えていただきたくて出しました。 

 近年、世界各地で報告されている異常気象は、本来地球を守っている温室効果ガ

スが過度に増加し地表を温めるために、気候が変動し発生していると言われていま

す。深刻な問題である地球温暖化です。 

 その多くの要因は、私たちの日々の暮らしにあります。毎日の便利な生活の中で、

多くの二酸化炭素を排出しているためです。地球規模の温暖化は、南極の氷を溶か

し、陸地の浸水を引き起こし、一部の動物植物を絶滅の危機にさらしています。 
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 ＣＯ ２を吸収してくれる森林は、開発のために伐採され、温暖化を加速させてい

るだけではなく、保水力を弱めた結果災害を引き起こしています。事例を申し上げ

ます。南アルプス市、そして横浜市、そしてこの辺では蓼科の女神湖ですね、カー

ボンオフセットというんですね、二酸化炭素をオフしてそしてそれをまたその自分

たちが排出している二酸化炭素、カーボンをオフする活動をしています。 

 これは、私は御代田町いろんな新エネルギーを補助金を出して、２４年度からは

年間８００万近く補助金を出しております。毎年出してますね。環境循環型社会を

目指すということで、私はこの御代田町、定住自立圏の中でもこれはまた単独でや

っていることで、補助金対処していることも御代田町はきちんと記載されています。 

 そんな中で、やはりお金もかからない、ほとんどお金もかからないファントゥシ

ェアという宣言なんですけれども、そういったことからやはり前段のまちづくりや

まちをアピールすること、そしてまたクリーンキャンペーンなど子供たちも一生懸

命ごみ拾い、そして町全体として取り組んでいるこの環境づくりを今既に実行して

いるわけでございます。そんな中で、他市町村に何のひけをとることがあるのかな

と思います。 

 県のほうではジェイバーといって、もう既にそういったカーボンオフセットの環

境省のことの認定を受けておりますので、その辺について私通告したので尐し調べ

られているかと思いますけれども、ぜひ検討をしていただきたいと思いますけれど

もいかがでしょうか。 

○議長（笹沢 武君）  荻原町民課長。 

（町民課長 荻原 浩君 登壇）   

○町民課長（荻原 浩君）  お答えいたします。 

 気候変動に関する政府間パネルでございますが、１９８８年から設立された国際

組織でございます。本年３月に日本では初めてこの会議が開催されたということで、

これまでのチャレンジ２５キャンペーンというものがございましたが、これにかわ

りまして新たなファントゥシェアというキャンペーンがスタートしてまいりました。 

 ファントゥシェアとは、最新の知恵をみんなで楽しく、ファンですね、分かち合

い、シェアしながら低炭素社会をつくっていこうよという合言葉で、日本全国各地

域に存在する豊かな低炭素社会づくりにつながる情報、技術、知恵を企業、団体、

地域、国民一人一人がつながってみんなで分かち合い、連鎖的に広げていくことで
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世界に誇れる日本初のライフスタイルイノベーション、生活様式の改革を起こして

いくことを目指そうというキャンペーンでございます。 

 企業や団体、地域、環境省では自治体もこの地域の中に含めるということでござ

いますが、このキャンペーンに参加するためには低炭素社会の実現へと導く技術や

取り組み、オフィスや家庭などにおけるＣＯ ２排出の尐ない生活スタイルなどの情

報や技術や知恵を宣言することでファントゥシェアへの賛同を表明することになり

ます。 

 ファントゥシェアのホームページでは、現在３,０１７の宣言が登録され、全国

的には賛同登録し、宣言参加している自治体も幾つかございます。長野県も参加し

ております。 

 内容につきましては、先ほど御説明したとおりでございます。企業、団体が具体

的に保持している、またはこれから目指している環境技術や製品、サービス、知恵

を宣言登録するものですが、地域が活動している取り決めや制度についての宣言も

ございます。 

 これらの宣言は７つのカテゴリーに分かれておりまして、確信的な環境技術や製

品、サービスについて宣言する、魅力溢れるまち、地域づくりについて宣言する、

業務における制度、取り決めについて宣言する、これからの暮らし方、ライフスタ

イルについて宣言するなどとなっており、二酸化炭素排出削減のための身近な取り

組みもございます。 

 当町におきましても、クールビズやウォームビズ、省エネ照明機器の設置、昼休

み時間の消灯、緑のカーテン、ノーマイカーデーなど、業務における取り決めやこ

れからの暮らし方、環境によいライフスタイルの取り組みなど、既に幾つか実施し

ている取り組みがありますが、自治体として宣言するには町民と一体となって将来

のまちづくりビジョンを見据えた政策的な取り組みとする必要性がございます。 

 宣言するということは、実効を伴うことでございますから、宣言に値する取り組

みができるのか、総務課、企画財政課を始めとした関係各課と検討していくことが

必要であると考えております。 

 最後に、ファントゥシェアとは目標に向けて我慢しながら必死に頑張るのではな

く、毎日を楽しく暮らしながら低炭素社会をつくろうという発想が一番大事なこと

だということでございますので、町として個人として何ができるのか、何をすべき
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なのか、井田議員も最初におっしゃいましたとおり、町民の皆様とともに考えてい

くということが一番大事なことではないかと考えております。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  井田議員に申し上げます。制限時間が近づいておりますのでまと

めてください。 

○２番（井田理恵君）  はい。今非常に前向きなお答えをいただきました。宣言をすると

いうことは、それに伴う自己責任、自己認識も必要ということでございますので、

ぜひ広報その他でみんなで啓発しながら、自治体としてはまだまだ先駆けでござい

ますので、できるところからこんな形でもいいので、よりよい循環型社会を御代田

町は進めているんだということをやっぱり広報していきたいと思いますので、私も

個人的に調査研究しているところでございますので、引き続きこのことは調査研究

していきたいと思います。 

 これで私の一般質問終わります。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、通告７番、井田理恵議員の通告の全てを終了いたします。 

 昼食のため休憩いたします。午後は１時３０分より再開いたします。 

（午後 ０時１０分） 

（休  憩）   

（午後 １時３０分） 

○議長（笹沢 武君）  休憩前に引き続き本会議を再開し、一般質問を続行いたします。 

 通告８番、市村千恵子議員の質問を許可いたします。 

 市村千恵子議員。 

（１２番 市村千恵子君 登壇）   

○１２番（市村千恵子君）  通告８番、議席番号１２番、市村千恵子です。 

 私は、茂木町政２期目、取り組んだその重点施策と財政運営はについての２点に

ついてお聞きしたいと思います。 

 茂木町長が２期目就任直後の２０１１年３月１１日には、東日本大震災が発生い

たしました。巨大地震と大津波、そして福島第一原発事故による放射能汚染という、

かつて経験したことのない巨大かつ深刻な複合災害が広域に及び、当町においても

大きな影響を受けその対忚もありました。 

 ３年８カ月が経過してもなお、約２４万人の被災者が全国４７都道府県で避難生
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活を強いられているのが現状です。福島県の被災者の方は、その半数強が福島の方

ということです。早い復興と原発事故の一日も早い収束を願うばかりです。 

 国政では、２０１２年の衆議院選挙で民主党が敗北し、自民党への政権交代も起

こりました。そして、安倍政権が発足して政権がかわり、こうした政権が変わるた

びに地方自治体というのは大きな影響を受けるので、かなり難しい運営が迫られた

のではないかと思います。本当に大きな社会情勢や経済情勢が変化する中での町政

運営だったのではないかと思うところです。 

 こうした中、町長が掲げた公約や町民の暮らしに沿った施策や事業が実施されて

きたと思うわけですけれども、そのまず重点施策は何かをお聞きするわけですが、

その前にこの４年間どんな、どういったスタンスで行政運営をされてきたのか、ま

ずはその１点をお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  茂木祐司町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇）   

○町長（茂木祐司君）  お答えいたします。 

 この４年間といいますか、私が町長に就任して８年になろうとしてるわけですけ

ども、この間どういう政治姿勢で取り組んできたのかという点について、五味議員

の質問にも答えさせていただいた内容ですけども、もう一度まとめてみたいと思い

ます。 

 私がこの間進めてきた、町民の皆様に役立ち喜ばれる事業の内容にということに

つきましては、既にパンフレットにもまとめて町民の皆様にも配付をさせていただ

いたところであります。 

 この間、町民の皆様に喜ばれ役に立つさまざまな事業というものは、基本的には

職員の皆様の献身的な努力によって成し遂げることができたものと考えております。

どんな小さな事業であっても、職員の皆さんの努力に合わせまして、その事業に関

係する方々、あるいはその事業に関係する地域の皆様の御理解や御協力がなければ、

道路１つ直すこともできませんしどんな仕事も進めることはできません。そういう

意味では、関係者の皆様、地域の皆様の御理解と御協力に心より感謝を申し上げた

いと思っております。 

 私は、どういう町政を目指してこの８年間取り組んできたのかということにつき

ましては、私が町長として果たさなければならなかった役割の中心的な課題は、町
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が事業を円滑に進めていくための環境をつくること、職員が安心して仕事に取り組

むことができる環境をいかにつくるのかということでした。 

 テーマは３つありました。第一の課題は、長い間町を混乱させてきた同和事業の

廃止に加えまして、この同和事業の廃止後は同和関係団体などからの圧力や妨害を

私自身の責任において阻止しなければならないていう課題でした。二度と同和事業

を復活させてはならないということが私の２期目の中心的な役割でした。 

 そして、この課題は私が町長として町民の皆様から与えられた歴史的な役割であ

り、任務であると認識をしております。町民の皆様に喜ばれるさまざまな事業を進

めることができたのは、職員の皆様の献身的な努力とあわせて、できるだけ混乱の

ない安定した町政を継続することができた成果だと考えております。 

 ２つ目の課題は、特に近隣の市町村との有効な関係づくりということにあります。

御代田町の場合には、御代田町だけで全ての事業が完結することということではあ

りません。あらゆる広域的な事業で、それぞれの市町村と有効な関係をつくらなけ

ればなりません。 

 私が町長に就任した８年前は、当時広域の中でも非常にその対立的な関係もかな

り強くありました。例えば、佐久市を例にとりますと、御代田町と佐久市の首長間

という関係で見ますと非常に対立的な関係にありました。 

 そうしたことから、どうしても御代田町の今後の進展ということを考えると、そ

うした市町村といかに有効な関係をつくっていくのかていうことです。例えば、市

内町内を走っている路線バスがありましたけども、佐久市が西屋敷から岩村田、佐

久病院までのバスを出していて、同じ路線を御代田町が御代田の上宿小田井を通っ

て岩村田までという、同じ道路を２つの自治体が走らせていくということがありま

した。 

 こうしたことについても、佐久市との有効な関係づくりの中で共同運行しようと

いうことで、今は１つの路線で西屋敷から浅間病院まで運行するようなバスもそう

いうこともできました。 

 ですから、また市町村との有効な関係づくりだけではなくて、それぞれの政党で

あるとか国会議員であるとか県会議員であるとかそれぞれの市町村会議員であると

か、また町内の各種団体あるいは町内企業、こうした幅広い有効な関係をつくると

いうことが１つのテーマでした。対立した関係からは、町民益は生まれないという
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ことをこの８年間の中で学びました。 

 ３つ目の課題は、あらゆる事業を進める上において、町長のトップダウン的手法

を排除するということでありました。大体首長というのは公約したものを何がなん

でもやり上げる、あるいは実績を残すために箱物をつくるということがよく目立つ

内容なんですけども、日本全国見渡せばそうした首長のトップダウン的手法によっ

て無駄な公共事業が行われて、それが後に借金を残して失敗した自治体の教訓とい

うこともありますし、それから全国の自治体を見てみますと非常に強烈な首長が独

善的といいますか、強烈な行政をやっているていうことがニュースでも流れますけ

ども、しかし職員や住民から見ればこの首長はそのトップダウン的手法で一体何を

やるのかていう不安の中できっと事業をやらざるを得ないていうふうに思うわけで

すね。 

 ですから、できるだけこうしたトップダウン的手法を排除してできるだけ計画的

に行政運営を進めることに心がけてまいりました。堅実な改革ということが私の政

治手法としてとらなければならない内容だったというふうに思っております。 

 こうしたことを心がけてこの４年間も務めさせていただきましたけども、これは

あくまでも私が心がけてきた内容でありまして、実際のところはどうだったのかと

いうことにつきましては、次の町長選挙で町民の皆様の審判によって御判断をいた

だくものと考えておりますが、私としてはそうしたことに心がけて進めてきたとい

うことであります。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  市村千恵子議員。 

○１２番（市村千恵子君）  今この４年間、どういった政治姿勢で臨んだのかていうこと

が３点上げられて述べられたわけですけれども、こうした中で町長が２期目という

ことで掲げてきたその公約、そしてその町民の時々の社会情勢が変わったり、国政

もかなり目まぐるしくこの間変わってますので、そういった中でのやっぱり見直し

施策をやってかなくちゃいけないていう中で色々実施されてきてはいると思うんで

すけれども、その中でも、特にこの４年間重点施策として実施したものは何かにつ

いてお伺いします。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  私、もともと議員として長く町にお世話になって、行政というも
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のにかかわったことがないという中で町長ということを務めたわけですけども、こ

の間ずっと見てきてすごいなというのは、やはりいろいろな社会情勢の変化、それ

から国や県のいろんな事業の目まぐるしく、この間政権交代なんかが行われて混乱

の中で進めてきたと思うんですけども、やはり役場組織といいますか１００数十人

の役場の集団ていうものの能力は非常に高いものだというふうに思っています。そ

うしたいろんな、日々起こるいろんなことにきちんと対処して、やっぱり役場の組

織の、集団の強さていうものを非常に感じました。 

 私、この４年間公約としては選挙公約、こういうパンフレットとして出させてい

ただきましたけども、先ほども申し上げましたとおりできた事業というのは、それ

は職員の皆さんが努力したからできたわけですけども、ちょっときょうはできなか

った事業ってことに目を向けてみたいと思います。 

 それはなぜできなかったのかていうことを、きちんとやっぱり総括としてはしな

ければいけないと思っています。それは公約として、例えば地域の実情や住民の

ニーズに合っていたのかどうかていうことや、それから予算的な面がどうなのかて

いうことや、そういう視点から、また町長としてその公約の実現にどれほど執念を

燃やしていたのかていう、そういう視点からこのできなかった事業というものをき

ちんと見なければならないと思っています。 

 一番大きな、やはりできなかったことで言いますと、国保加入者への保険料の負

担軽減に取り組むという公約を掲げましたけども、これについては大変申しわけあ

りません。２２％という値上げをせざるを得ない事態に陥ってしまいました。 

 それから、公約した中では例えば子育て支援センター、仮称ですけども、育児に

関する相談事業などを始めとして、子育てを将来に向けて総合的に取り組んでいく

ための子育て支援センター（仮称）の設置を目指しますと公約しましたが、これに

ついてもできませんでした。 

 それから、福祉の充実との関係で、これは社協との事業とあわせてどうしても実

現したいと思っておりました小規模多機能型の地域のモデル事業、新しい地域のモ

デル事業的なもの、これについてもできませんでした。 

 それから、道の駅も公約に掲げさせていただきました。ＪＡなどとの協力をいた

だいて特産品、農産物を販売する道の駅の建設についても、作業としては進めまし

たけども最終的には道の駅として実現することはできませんでした。 
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 ですから、幾つかの、このほかの小さいものもあるわけですけども、こうした事

業がなぜできなかったのかということを、私としてはきちんと総括して次に臨む必

要があるというふうに思っております。 

 それでは、２期目の重点施策について申し上げさせていただきたいと思います。 

 ２期目の重点施策として、まず一番大きな取り組みとしては、世代間交流セン

ターの建設ていうことになるかと思っております。これは２３年度には塩野区、一

里塚区、広戸区、向原区が完成いたしました。２４年度では小田井区、２５年度で

は児玉区、清万区、豊昇区、そして２６年度の予定としては三ツ谷区が近く完成と

なるということで、これは４０年５０年後の地域を考えても非常に大きな、有効な

事業であったと考えております。 

 それから、住宅リフォームの補助金についても、この間不況対策ということで進

めてまいりました。 

 次に、消防団詰所の建設についても、これはまちづくり交付金事業として進めて

まいりました。これは、耐震の設計になっていない町内の消防団詰所を建て直すと

いうことでありまして、２３年度につきましては塩野区の第１分団、２４年度につ

きましては清万、一里塚区の第４分団、栄町の第６分団、草越の第１０分団、広戸、

向原の第１１分団を完成させました。 

 また、法人町民税の税率の引き下げも実施をいたしました。 

 それから、中学校の建設工事ということで、これもまちづくり交付金事業として

完成をさせました。 

 道路の関係でやはり一番大きかったのは、栄橋のかけかえ工事ということであり

ます。これもまちづくり交付金事業でありましたけども、２年近い通行どめという

ことで、これについては特に鉄道に関係する、しなの鉄道とのいろんな関係で準備

段階からかなり苦労してここにたどりついた事業でありますが、重点としては以上

のような事業を進めてくることができたと考えております。 

 以上であります。 

○議長（笹沢 武君）  市村千恵子議員。 

○１２番（市村千恵子君）  今、そうですね公約として上げたものの中でなかなか実行で

きなかった、軽減図るところが負担増になってしまった国保のことが上げられてい

ました。 
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 本当にこの国保税なんですけれども、国保問題なんですけども、本当にこの国保

会計自体がもう立ち行かない状況にきてるんだなていう実感があります。というの

は、やはり御代田町に限らず今回の議会の１２月議会ですか、にも、佐久市でも引

き上げの提案がされてる、新聞報道では１６.９とかでしたけど、値上げが今上程

されてると思います。 

 小諸市でも１５％ていう話もお伺いしてましたけど、実際はちょっと低めの

１２.３２％のやっぱり値上げの条例改正が出されてるていうお話もある中で、本

当に近隣町村、当町もそうなんですけど非常にこの国保は大変な状況になってくだ

ろうなというふうに感じています。 

 ですから、町長その選挙公約のときにも４,０００万円ほどの一般会計からの繰

り入れをするていうことも掲げていましたし、町政の８年間の運営の中で見れば、

ことし２６年上げたわけですけど７年間は上げずに現状維持でこれたわけですけど、

どうしてもやっぱり値上げせざるを得ない、入よりもやっぱり出るほうが多くなっ

てしまうていう中ではもう国保税を上げざるを得ないていう現状があります。 

 この国保ですけれども、一番ていうのは国の予算削減ていうか国保税に対しての

国庫支出金の部分ですけれども、それがかなりやっぱり、そうですね始まった当初

から比べると今半分ぐらいに減っているていうところで、どうしても国保税が上げ

ざるを得ない、また医療費が増大、高度医療とかも進んできてる中で医療費が増大

になるっていうこともある。 

 また、委員会でもよく質問するわけですけども、当町においての所得の課税分で

すか、ていうのはどういう状況なのかていうと、やはりかなり所得が低い人が加入

しているていう中で、軽減措置も今回国の改革の中で拡大されたわけですけども、

拡大されたといっても、拡大される前は４９.２くらいですか、それが５２％ぐら

いか５０％ぐらいに、ですからほんのそこの２.８ぐらいはその拡大になったてい

うことなんですけども、担当課長の話を聞くとやっぱ基盤安定繰入金ていうのが国

からくるわけです。 

 それは、その低所得者の多い国保会計に対して軽減している部分に対して手当が

あるていうことなので、その基盤安定繰入金がやっぱ他町村に比べて御代田は多い、

ということは加入者の中でやはり低所得者が多いていうのが現状なのかなあと。 

 ですから、本当にこの国保は、今回の予算計上も一般会計補正予算の中でも予算
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繰り入れられてるんですね。保険給付費が伸びたことによって、予備費ですね、予

備費が減額されております。予備費が１億ほどあったものが３,０００万円弱削ら

れていると。ですから予備費は７,０００万円しかない中で、本当に、これから冬

に向かって医療費が伸びる段階ですけど、非常に国保会計は厳しい状況なのかなと。 

 ですから、本当に御代田町も、これから２９年に広域になる中で、広域化される、

この国保会計がなる中で、３年間の試算というか示されているわけですけれども、

年間２,０００万円ずつ繰り入れてやっていくということでしたけれども、果たし

てこれが２,０００万円で足りるのかなっていう状況も考えられるかなというほど

の医療費の伸びというものが、現状あるなというふうに思います。 

 この２期目、本当にさまざまな施策をやってこられたわけですけれども。それで、

一忚、大きな課題であった栄橋のかけかえも、本当に町民の皆さんの御協力という

か、本当になければ完成できなかったことだと思うんですけど、町長のどういう政

治姿勢の中でっていうスタンスの中でっていうのでは、やはり住民の皆さん、それ

から職員の皆さんの、本当に一生懸命やっている中での成果なのかなというふうに

思うところです。 

 こうした中で、かなり多くの事業が、この４期でも進められてきたわけですけれ

ども、それに伴う財政状況っていうか、借金が本当にどんどんふえていけば、後年

度にその返済っていうのがあるので、その財政運営状況はどうだったのかというと

ころを、まず、お聞きしたいと思います。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  財政の運営状況についてお答えしたいと思います。 

 まず、財政の運営状況では財政力指数がどうなのかっていうことです。財政力指

数につきましては、平成２２年が０ .６４２、２３年が０ .６０６、２４年が

０.５７８、２５年が０.５７９ということでありまして、これは財政力を示す数値

で１に近いほど財政力が強いと見ることができるという指標であります。平成

２４年度で見ますと、県内市町村で１２位という財政力を持っている町だというこ

とであります。 

 次に経常収支比率で見てみたいと思います。平成２２年度では７３ .７％、

２３年では７４.８％、２４年では７３.９％、２５年では７１.１％ということで

ありまして、財政構造の弾力性を示す比率で、人件費、扶助費、公債費等、経常的
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に支出する経費に町税や交付税など一般財源がどの程度かを見る指標であります。

健全の目安が７０から８０％とされておりますので、御代田町の数値については標

準的であると言えると思います。 

 次に、実質公債費比率でありますけれども、これは平成２２年が８ .２％、

２３年が８.８％、２４年が７.１％、２５年が５.８％となっております。 

 これは普通会計、──普通会計とは一般会計、住宅新築資金特別会計、小沼財産

管理特別会計の３つをいいますけども、この普通会計が負担する元利償還金等の割

合であり、年々減尐し２５年度は償還の底に達したため、１.３％の減となってお

ります。財政の健全化判断比率であり、２５％を超えると早期健全化の対象となる

ということであります。 

 ２６年度から中学校建設やまちづくり交付金事業の地方債の元金償還が始まるた

め、今後は比率が上昇するということが考えられます。 

 次 に、地方債残高ということでありますけれども、平成２２年では６０億

８,６６８万６,０００円、２３年では６０億４,６７５万１,０００円、２４年では

６３億７,２０８万１,０００円、２５年では６６億２,９１７万円となっておりま

す。 

 これは普通会計における地方債の残高を示しておりますけれども、中学校建設や

まちづくり交付金事業などの大型事業の実施に伴いまして、残高がふえております。

今後も第２期の社会資本整備事業、旧まちづくり交付金事業を実施していくため、

地方債の残高はふえていく傾向になりますけれども、これは単純な借金ではなくて、

交付税措置のある有利な地方債を活用して財政運営の健全化に努めているというこ

とであります。 

 以上の財政指標から、当町は健全な財政運営を行っていると判断できます。しか

し、第２期社会資本整備事業や役場庁舎建設など、起債を伴う事業が今後も計画を

されているため、収入と支出のバランスを保つことができる財政運営に努め、引き

続き健全財政を維持していかなければならないと考えております。 

 以上であります。 

○議長（笹沢 武君）  市村千恵子議員。 

○１２番（市村千恵子君）  今、財政状況の指標となるもののものを、この２２年度から

の数値について言っていただきました。 
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 非常に、結構大きな事業もとりかかってきているので借金もかなりあるわけです

けれども、それは、後々、交付税算入される部分とか、まちづくり交付金だと約

４割というような話もありますので、そういうところでは、本当に皆さんが、でき

るだけ交付税算入なりされるものを起債を使ってきたのかなというふうに評価する

ところではあります。 

 一つお伺いしたいんですけど、一忚、この何にでも使えると言いますか、財政調

整基金ですけれども、２５年度では２５億８,８６０万ということでしたので、私

が４年前に質問したときには、２２年度末で１８億３,０００万ぐらいになるかな

という話でありましたので、この間、財調には７億５,０００万ぐらいは積めてき

たのかなということですけれども、それでよろしいでしょうか。 

○議長（笹沢 武君）  土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

○企画財政課長（土屋和明君）  ちょっと手元に資料がございませんけれども、決算書か

ら拾っていただいた資料であれば、それに間違いはございません。 

○議長（笹沢 武君）  市村千恵子議員。 

○１２番（市村千恵子君）  今、町長のほうから、指標となる、財政力の指標となるもの

を言っていただいたわけですけれども、本当に担当課長として、この間、その財政

運営というものを、本当頑張ってこられたんだなというふうに思うわけですけれど

も、どういった点に心がけて、その財政運営というものをなさってきたのか、その

点についてお願いいたします。 

○議長（笹沢 武君）  土屋企画財政課長。 

○企画財政課長（土屋和明君）  どういった方向で財政運営をしてきたかという御質問で

ございますが、まず、当然のことながら、その年度年度で次の年の予算を編成する

際に、当初予算編成方針というものを出しまして、こういう状況で見積もりをしな

さいよということで組み立てを行います。 

 その上でそれぞれの担当課のほうから予算要求が上がってきた、そのところで、

まず、企画財政課において事業の必要性、緊急度、そういったことのバランスと、

それから自主計画できちっと位置づけられているかどうかというようなことを精査

して、予算編成に取り組んでいきます。この段階で企画財政課で判断できない部分

について理事者査定に持ち込んで、最終的には議会の議決を経て、その年の当初予
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算が決定されます。 

 これで、その後４月から実際に予算の執行が始まるわけですけれども、毎年々に

予算執行方針ということで予算の使い方についての一つのルールを各課に伝達をい

たします。その方針によって事業を展開していっていただくわけで、要するに補助

金として入ってくるものと、それからそれを使って事業を実施するわけですから、

特に、最近のまち交であるといったそういったものというのは、当初の年度に４割

なら４割がきちっと来るという状況ではありません。特に、ここへ来て震災ですと

かいろんな影響の中で、公金のつきが悪いという状況もありますので、その辺も見

計らいながら、事業量の調節、要するに交付金が入ってきたものに見合う事業をす

るということで、当初予算に計上してあっても交付金のつきが悪い、要するに交付

金の交付決定が尐ない額になってくれば、最終的に５年間で４割という状況はあり

ますけれども、これが確約されたものではないんで、前倒しをして実施して４割に

満たないような交付金しか来なかった場合には、それは、とりもなすにも町の持ち

出しになりますんで、その辺で実施するかしないかは、年度中途でも見直しを行う

ということで、歳出関係では、特に、この予算執行方針の中での国・県の補助事業

は予算配当はしてあっても、補助金等の確定後でなければ執行してはならないと。 

 また、制度改正補助率の減と国・県の動向に留意して補助金減額分の町費への振

りかえは行わない、要するに補助金がついてこないものについては事業をしません

よという状況で進めてきております。 

 ですから、この１２月補正でも都市再生整備関連の交付金の額が減額されたこと

に伴いまして、それによって行う予定だった事業を一時見合わせているということ

で２６年度予算では、この１２月に減額補正をさせていただいたということで、あ

くまでも堅実に、冒険しないと、それから国の動向が、今、とりもなおさず対処療

法になってきて、いろんな名前の交付金が出てきます。そういったものはアンテナ

を高くしてハザードクリアできる、要するに利用すれば確実に町の利益になるとい

うようなものについては、早目に手を挙げるというような方向で進めてきてはおり

ます。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  市村千恵子議員。 

○１２番（市村千恵子君）  今、担当課長からの、どういった点に心がけて財政運営され
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てきているのか説明していただきました。 

 本当に、今、課長も言ってましたけど、１２月議会の初日の質疑でも行ったわけ

ですけれども、当初予定していた、その都市再生整備計画というところで、事業、

御代田町としても９事業２億１,４０９万１,０００円を上げていたわけですけど、

それが国費８,５６０万円、交付率上限４０％の補助があるという中での要望した

わけですけど、実際交付決定されたのが４ ,７０８万円ということで、要望額の

５５％になってしまったと。 

 これは当町だけではなく、全県下でも、やっぱり５５％程度になっちゃったと。

それは、その都市再生整備関係の予算というものが、今回、本当に災害が全国で大

きな災害、本当にたくさんの人命が奪われるような災害が起こる中での防災関係の

予算に大きく振り分けられ、まちづくり関係の予算が大きく抑制された結果だった

ということで答弁があったわけですけれども、今、課長がおっしゃったように、計

画はしても、それが本当に、その交付税というものが確実に来るのかきちっと見き

わめながら、事業の見直しもその都度行いながら実施していくというお話もありま

した。 

 非常に、この４年間、本当に先ほども言われた財政指標であります経常収支比率、

それから財政力指数、実質公債費比率など見ても、本当に健全に財政運営がされ、

事業もできなかった部分もありますけれども、でも本当に、町とすれば大きな事業

というものも進んではきているように思います。 

 本当にこの間、ずっと懸案だった、町長が言うように他町村との友好関係、他町

村もそうですけど県との、──県の事業もあるので、県との友好関係も協力ってい

うのが、本当に御代田町できているのか、八ヶ倉も、本当に懸案だった県道の拡幅

というものも大きく進んだのではないかなというふうに評価するところです。 

 本当に御代田町、これからもそうですね、これで選挙が終わるとどんな政権にな

るのか、それによっては、また町への影響というものも出てくるのではないかと思

いますけれども、本当に健全財政を堅持しながら、しっかりと町民のニーズを的確

に捉えて事業実施をしていただきたいということを申し述べて、私の質問を終わり

ます。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、通告８番、市村千恵子議員の通告の全てを終了いたしま

す。 



１６６ 

 通告９番、池田健一郎議員の質問を許可いたします。 

 池田健一郎議員。 

（１０番 池田健一郎君 登壇）   

○１０番（池田健一郎君）  通告番号９番、議席番号１０番、池田健一郎です。 

 まず初めに、御嶽山の噴火によって六十数名の尊い命が奪われ、いまだ行方のわ

からない方々が６名もいらっしゃるということで、お亡くなりになられた方々に、

心からお悔やみを申し上げます。 

 また、１１月２２日の夜半に発生した県北部の大地震でも甚大な被害が発生しま

した。被害に遭われました方々に、心よりお見舞いを申し上げます。また、冬を前

にして、一日も早い復旧、復興を願うところです。 

 我が町は、浅間山という、日本でも有数な活火山の一つを抱えた町です。昔の人

は「災害は忘れたころにやってくる」と、こんな言葉を残してくれましたけれども、

昨今は、忘れないうちに次々と災害が発生しています。気を引き締めた準備をして

おく必要を痛感します。 

 まず、第１の質問に入ります。質問に入ります前に、このようなパンフレットを

この席に提示することを議長から許可をいただいてあります。これを中心に話を進

めてまいりたいと思います。 

 このパンフレットの中では、見させていただいて、甚だ誇大な記述、こんなもの

が目につきます。この点について、このパンフレットの９ページで町長は、国保税

の軽減は公約どおりにできませんでしたと、こんなふうに町の人たちに報じておら

れます。この中に、記述の中に、町長は国保税２２％値上げについて、公約どおり

にできなかったことは大変申しわけありませんでしたと、こんなふうに結んであり

ます。 

 これは、町長自身が書いた記事に間違いございませんか。また、このパンフレッ

トを出版した団体はどういう性格の団体ですか、お答えをいただきます。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇）   

○町長（茂木祐司君）  茂木祐司という名前で書いてあるのは、私が書いたものです。こ

の団体は、政治団体を通じて届け出てあります御代田町を明るくする会という政治

団体としての発行しているパンフレットということであります。 



１６７ 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  わかりました、これはいわゆる町長の私的団体の発行したパ

ンフレットであるというふうに考えてよろしいわけですね。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  私的団体ではなくて、地方事務所に政治団体として届け出がされ

ているものであります。それは、例えば茂木祐司後援会というものとは別の政治団

体として届け出がされているものであります。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  それでは、ここで質問に細かく入っていきますけれども、昨

年１２月議会でも、この国保税の値上げということに対して、我々議員みんなが町

の国保会計を破綻させてはいけないという苦渋の選択で、これを認めました。

２２％の値上げというのは町長の公約では、国保税は３年、就任当初から下げます、

上げませんの７年間だったはずです。にもかかわらず、これが公約違反だというこ

とで同僚議員から追求されますと、町長は、このとき、この議会で、私の認識が甘

かったという内容で謝罪をされております。 

 町民に対してお知らせする媒体である、広報「やまゆり」に、このおわびという

記事はいっさい掲載されておりません。一団体、このパンフレットに自分の記事を

寄稿した理由は何なんですか。どうして町民に、この「やまゆり」を通じて、この

ような文章が出せなかったのですか、お答えいただきたいと思います。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  広報「やまゆり」につきましては、国保税の問題の詳細を連載で

町民の皆様に報告をさせていただきました。 

 また、なお、そのパンフレットは、当然私の自責として出したものであり、池田

議員がおっしゃるように不適切な表現が、もしあるかとしましたら、それは、この

次の選挙で私が立候補した場合に、町民の皆様から審判を受ける内容というふうに

判断をしております。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  その選挙の段階で、審判を受けるという問題では、私はない

と思います。こういったようなものが一般的に町内に出回るということは、私は問

題だと、これを申し上げたいんです。 
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 それから、その町報「やまゆり」に出しましたというのは、たしか１月、２月、

３カ月にわたって国保税がこう変わります、２２％上がってきます、その内容はこ

うですという記事は載りました。でも町長がおっしゃるような、このおわびの言葉、

おわびの文章なんていうのは、一言も一行もなかった。 

 この辺はどうなんですか。「やまゆり」という、町が管理する、発行する広報媒

体に、こういったことが全く出されないでもよろしかったんですかね。その辺はど

んなふうに考えていますか。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  池田議員が、今お持ちのパンフレットにつきましては、政治団体

として届け出がしてあり、自由に配付できるものであり、合法的なものだというこ

とは申し上げたいと思います。 

 私が、そのパンフレットに、明るい会のパンフレットに書いたのは、選挙公約を

したという意味において、その選挙公約ができなかったという意味で、それはそう

いう形で町民の皆さんに申し上げているのであって、町として掲げるべきは、国保

税そのものがどうして値上げをせざるを得なかったのかということについて、きち

んと説明をし、するものであります。 

 これは、いずれにしても、私の町長としての選挙公約を実施できなかったという

意味において、みずからといいますか、そうした政治団体の広報誌を使って、町民

の皆様に、当然、これはいわゆる実績報告という形になっておりますので、お伝え

したといいますか、できなかったことについてのおわびを申し上げたということで

あります。 

 それは、広報「やまゆり」とは全く別質のもの、意味合いが違うというふうに御

理解をいただきたいと思います。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  おっしゃる意味はわかりますけれども、町で発行する広報を、

これをどちらかというと無視しているような感じに受けませんか、皆さん。 

 本来でしたら広報「やまゆり」で、私はこういうことを約束しましたけれどもで

きませんでした、ごめんなさいというのが筋だと思うんですよ。 

 たしか、これ政治団体のあれするパンフレットかも知れないけれども、これに出

して、町の皆さん、私は知りませんよじゃ、これおかしな話です。こういったこと
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から、町のこういった広報媒体を無視するようなことはいかがなものかと、私は思

います。 

 次に、町長就任してから正規の保健師と管理栄養士を２倍にふやすと、そして町

民の健康づくりの推進を図ってきたことを、このパンフレットにも自慢されていま

した。また、このパンフレットの内容によりますと、一定の成果を上げることがで

きたと書いておられます。具体的にどんな成果が上がっておるのか御説明ください。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  保健師と管理栄養士を、当時、正規職員２倍にふやしたという数

字的には、何も間違いがありません。 

 この間の御代田町の保健福祉の活動ということでいいますと、やはり受診率が、

今、一定の成果が出ておりますし、特に受診した後の結果に基づく指導、保健指導

の率としては近隣の中で一番高い保健指導の実績を上げております。また、その辺

がきっと一番大きな点かと思います。保健師との関係では。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  今、受診率の向上というのを上げておられましたけれども、

実際のところ、そんなにたまげたほど上がっているわけじゃないんですよね。たし

か以前、いろいろ活動する前から比べると、保健福祉課の皆さんが一生懸命頑張っ

てくれたおかげで上がってきていることだけは事実です。 

 またもう一つ、このパンフレットに書かれている、ちょっと重要なことなんで、

町では国保加入者の負担を軽減するために一般会計から２,０００万円の法定外繰

り入れを行っています。いいですか、ここで、まだこの文章が続いています。ここ

で、国への補助増額を求めていきますと、こんなふうに明記されております。 

 実際に町長がおっしゃるような国への補助の増額を求めていくというようなこと

が、一この地方自治体の首長の段階から、どういう方法をもって、こういうものが

できるんですか。またあるとしたら教えてください。お願いします。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  当然、今、国保の問題では全国的に国保会計かなり厳しい状況に

あります。そういう状況をどのように解決するかということにつきましては、やは

り地方自治体から国に対して国保会計に対する補助の回復、増額ということを求め

ていくということも一つの、大きな、やらなければならない内容かと思っておりま
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す。 

 こうしたことについては、近いところでは県の関係などにそうした要望をしてい

くということも、声を上げていかなければならないと考えております。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  揚げ足をとるわけじゃないんですけれども、まだ、こうやっ

て書いたものが実際に実行されていないんですよね。また、やらなきゃいけないと

言うけれども、実際にこれができる問題であるのかどうか、我々は非常に疑問を感

じます。その点、どうですか。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  できるかどうかわからないからやらないというのでは、きっと何

もできないのかと思っております。 

 必要なことについては、必要な手だてをとるということは当然必要かと思います。

この間も、この８年間もそうしたいろんな事態が起きたときに、そういう対忚をし

て補助金の増額、その他もかち取ってきた経過もありますので、最初からだめだと

いうふうに諦めるのはいかがかなと思っておりますし、それは、これまでの私の生

き方とはちょっと合っていないかなというふうに感じております。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  全くおっしゃるとおりです。最初からできない、さっき誰か

が答弁の中で夢物語みたいな話が出てきているからやらねえんだというふうな話を

してましたけれども、町長は、それとは違った考えで、これはやらなきゃいけない

からやるんだというふうなことでよろしいわけですね。 

 その結果やる、これだけのことをおっしゃられた以上は、その結果を、きちんと

報告していただきたい、こんなふうに思いますがよろしいですか。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  いずれにしましても、こうした国政に対する要望については、国

会議員、その他にきちんと要望していく必要があるかと思っております。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  全くそのとおりで、あとの報告、できるだけ町民の皆さんに
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わかるようにやっていただきたいと思います。 

 次に、一般会計からの繰り入れということが、これは非常に大変なことです。町

民の全部が国保に加入しているわけではありません。およそ国保加入者とういのは

３０％ぐらいなんです。この加入者に対して、特別、町の税金、これを使っていく

ということについては、決して好ましいことだとは思っておりません。 

 また、平成２６年から保健師の中心的存在が保健福祉課長に昇格し、実質的に健

診業務等の専門業務に携わる保健師が１名減ってしまったけれども、普段から住民

の健康づくりを呼びかけている町長としては、この保健師の数が減ったことについ

て、どのような穴埋め策を講じたのですか。 

 また、日ごろから国保税高騰対策として、住民の健康を向上させる政策に取り組

まなければならないとおっしゃっているにもかかわらず、この保健師が減った状況

を改善しようとしなかった理由は何ですか。お答えください。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  古畑課長が保健師から課長になったということで、保健師が１名

不足したということでありまして、今年度の採用で保健師の採用の募集をかけまし

たが残念ながら忚募がありませんでした。 

 したがいまして、今回は臨時職員を、保健師の臨時の方をお願いして、現在、そ

の古畑保健師の分の穴埋めといいますか、対忚はさせていただいております。 

 そんな事態がありまして、忚募がなかったということが、こうした事態になって

いると御理解いただきたいと思います。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  忚募はこの次、暮れになってからなんですよね。それまでの

間、４月に決定する課長に昇格されてから半年近く、僕らから見ると放置してあっ

たんじゃないかというふうに見えるんですけれども、これは、ちょっとこじつけで

しょうか。やはりこういった事態が発生したときに、直ちにアクションをとってい

ただきたい。それが、上に立つ者の、トップの使命じゃないかなと、こんなふうに

思います。 

 続いて、こういったことで、できなかったは、今度こうだああだという話を聞く

と、どうも国保に関する健康づくり、こういったものに、どうも町長、真剣に取り

組む姿勢がないんじゃないかって、こんなふうに見られます。口先だけにすぎない
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んじゃないかな、こんなふうに判断もできますが、あれもやったこれもやった、先

ほどの一般質問のお答えにも、これもやったあれもやった、よくなったよくなった

と、自己宣伝をされるだけでなくて、将来に向けて、これからこれなら大丈夫だと

いう道筋、計画を立てて町民の皆さんに安心していただける、これが首長の大きな

役割ではないかと、こんなふうにも思います。 

 町民の皆さんに、これだけのことは最低限やるんだ、あるいは逆にやってほしい

といったような事項が何かあるんじゃないですか。例えば小さなことですけど、先

ほど、話もしましたけれども、健診率は一生懸命頑張ってもらってるけれども、余

り上がっていないんです。これらは医療費を上げていって、下げていくことができ

ない一つの要因じゃないでしょうか。 

 また、不幸にしてこういった医療費が上がっていくの抑えられない、こんなよう

なことが出て目標に達することができなかったときには、国保税の引き上げをもせ

ざるを得ないと、このくらい腰の据わった話が必要ではないかと、僕は考えていま

す。 

 こういった策を講じて国保会計の安定を図ろうとしているのか、どのような考え

をお持ちなのかお聞きしたいと思います。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  保健医療といいますか、保健、健康を守る活動をどのように進め

ていくのかということですけれども、基本的には、やはり受診率を上げるためには、

どれだけの多くの人に、そうした健診の声をかけるかとか、受けていない方に対す

る訪問であるとか、それはいろんな病気にかかっている方に対する訪問、それは介

護の関係も含めてになりますけれども、また、保健、健診を受けても、その後のケ

アがない方に対する対忚など、どうしても、この課題を進めるためには人間の力と

いうことが、やはり大きいし、一人一人にどれだけ声をかけて、そういう意識を持

ってもらうか、啓発していくかということが基本的には非常に大事です。 

 町民を引っ張ってきてやらせるというわけにはいかないわけですから、そういう

意味では、この健康づくりというものは、地域にも、今、保健補導員の皆さんとか、

行政だけではなくて、はつらつサポーターの皆さんだとか、そういう、それとか社

協とか、地域に根差した取り組みや組織があるわけで、そうしたものを、やっぱり

総合的にどのように構築していくのかっていうことが、この課題を解決していく大
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きな力になるかなと思っております。 

 やはり、小さな自治体ほど、そういう点では声がかかったり、地域の皆さんで声

かけがあったりとかって、やっぱり受診率っていうものは高い、対象者が尐ないわ

けですから高いわけなんですけども、そうした方向をどのようにつくっていくのか

っていうことが今後のテーマかなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  この国保会計の問題というのは、非常に難しい問題であって、

そう簡単にああしますこうしますと、軽々に、その公約立ててやってもらえるよう

なものではないと思います。それだけに本腰を入れて、腰を据えた、この町の保健

医療、この行政をしっかりとかじ取りをやっていってほしいと、こんなふうなこと

をお願いして、次の問題に移ります。 

 次の問題は、私は、補助金あるいは交付金等の、できるだけ多く獲得する、その

行為、それは大賛成です。こういったことに対して、決して否を唱えるものではあ

りませんが、町の財政は大変良好な状況にあり、安定した財政運営がされていると、

先ほど来も説明があり、私も評価するところであります。 

 一方、こうした補助金頼みの政策が独自性のある事業、あんまり、今は注目され

ていなくても将来、町のエース的な存在になり得る事業がなかなか提案されない、

先ほど井田議員が何か提案したときも、そういったことに対して比較的、否定的な

回答が出されています。 

 そ のことはおいておいて、パンフレットにあるように、補助金、交付金が

１.３倍にふえている、このことは、財政運営を大変楽にしていることは事実で、

私も、これに携わった職員諸君の労をねぎらってやりたい。実は、ここまで原稿に

書いておいた言葉です。これ見ていただいても、３年間、だだっと急激に伸びてお

ります。これは、その非常に実績としてすばらしいことだと思います。 

 ただ、きのう、五味議員の質問の中でびっくりした発言がありました。町長は、

職員の労を初めてねぎらったような気がします。こういう公式の席で職員にとても

よくやってくれているというような話は、余り聞かなかった。さらに驚いたのは、

何と言ったと思います、「職員の皆様」と、「職員の皆様」。これ、きょうも言い

ました。今まで、「職員の皆様」なんていうこと一言も言われない、どうしてここ
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で「職員の皆様」なんですか。非常にこれ、びっくりしました。 

 また、昨日の質問に対しても、こうも答えておられます。私はトップダウン的手

法は使わないと説明されましたが、何もしないほうが確かに無難です。ノープレ

イ・ノートラブル、これでは町民の皆さんは、町の将来に対して不安を感じるもの

です。助成金、交付金の行政のゆがみ、これは先ほど企画財政課長からも紹介あり

ましたけれども、今会議の冒頭の招集の挨拶のところでも、予算がつかなくて事業

が実施されなかったという例が出ています。 

 結局、独自の事業というのは非常にやりにくいことは事実ですけれども、町の皆

さんは、御代田町としては、こういう方向に進んでいくんだよと。したがって、こ

ういう努力をしているんだよといったような計画あるいはそういったものが提示さ

れないと、町の人たちは、将来に対して非常に不安を感じるということが言えるの

ではなかろうかと思います。 

 また、中学校の共同調理場の財源に予定していた補助金が、県議のおかげで予定

していた額以上の補助金が得ることができたことは事実です。このようなことは当

然、当時の政策、政界の状況からして本当にラッキーな事例であったんじゃないか

と思います。本来、こういうことはあり得ないことだと思います。１.３倍にふえ

ているなどと浮かれている場合ではないと思います。 

 このように補助金だよりでは、私はだめだと考えております。町長は、こうした

現実をどんなふうに考えていらっしゃるかお答えください。 

○議長（笹沢 武君）  茂木町長。 

○町長（茂木祐司君）  お答えいたします。 

 まず、「職員の皆様」という言葉については、朝礼のときにもそういう言葉は使

っておりますので、別に、特別に何か言ったわけではありません。 

 それから、トップダウン的手法は行わないのではなくて、トップダウン的指導を

排除するということを言っております。例えば、私が町長に就任したときに、今、

まちづくり交付金事業、大規模に進めましたけども、当時、このまちづくり交付金

事業は、前町制のもとで保留となっておりました。これについて、この事業を行お

うと決断したのは私ですし、当然、それぞれの問題で起きているときに判断をさせ

ていただいているのは、当然、私が判断をしております。それは、私の責任として

行うことであり、それは私が責任をとるという覚悟において、この事業というもの
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の判断をさせていただいておりますので、ただ、そういうきちんとした判断をして

いくということと、必要のないようなそういうものを何が何でも力ずくでこうやる

というそれがトップダウンというふうに考えるのであれば、それはやっぱり大きな

間違いであって、あくまでも税金は町民の皆様のために使う、あるいは地域のため

に使うのであって、その上でのトップダウンといいますか、判断、決断ということ

が我々にとっては大事なのであって、町の将来を危うくするようなトップダウン的

手法は当然排除されるべきであろうと思いますし、そういう考え方でそれぞれの事

業の判断を最終的にはさせていただいております。 

 以上です。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  補助金の話から続けてまいりますけれども、昨年の暮れかあ

るいは今年に入ってからだと思いますけれども、面替でクラインガルテンの事業が

計画され、それがようやく補助金がついたからと実施段階に今入ってきている。見

積もりも終わってぼつぼつ実施段階に入ってきていると。そして、来年の４月には

この開園といいますか、これを間に合わせるだということでみなさん一生懸命やっ

ていただてます。しかし、その時も私質問しました。こういった事業は、地元の

方々にきちんとした理解をいただいて、そしてその地元の人たちが全体的なそのあ

れをもって協力しなかったらうまくいかないと。したがって、早々、早々とこの説

明会を地元の方々と持ってくださいということを要求しました。ところが、もれ伺

いますと、まだ説明会が一回も持たれていないらしいです。実際どうなってるんで

す、この辺は。こういった、どちらかというと補助金がつく、つかないって、そっ

ちの騒ぎばっかししていて、本当のこれを受け入れる側の立場の対忚っていうのは

全然なされていない。こんなような政治姿勢でよろしいんでしょうか、私はこう思

い、きょうここで提案させてもらうわけですか、どんなふうになっているのかちょ

っとお聞きします。 

○議長（笹沢 武君）  飯塚産業経済課長。 

（産業経済課長 飯塚 守君 登壇） 

○産業経済課長（飯塚 守君）  クラインガルテンにつきましては、先日議会で承認され

まして、やっと建設工事のほうは契約とれまして、これから工事着工に向けてまい

ります。それで、工事着工に当たりまして、地元と工事の日程、それから今後工事
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進むと同時に運営等についても協議していかなければいけないということで遅くな

っておりましたが、一忚１２月２４日に地元に説明をしていく予定でございます。

その後については、また地元と協議して進めていきたいと考えております。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  こういった事業が、先ほども言ったように、スムーズにいく

かいかないかっていうのは、やはり初期の対忚、一番計画が持ち上がったときから、

皆さんこれでどうですか、こう行きましょう、あるいはこれでいい方法があったら

提案してくださいと、これで事業が進んでいくのが一番スムーズにいく方法じゃな

いかと思うんですけれども、町ではついつい、予算ができて、さあさあぼつぼつ実

施に移りましょうやという時期になって、初めて地元説明会なんです。こんなバカ

な話ってありますか。今までこういう事態に至ったのは、どういうわけでこうなっ

たんですか。説明してください。 

○議長（笹沢 武君）  飯塚産業経済課長。 

○産業経済課長（飯塚 守君）  今までこれまで発掘とかそういう問題もあったり、また

用地取得に伴いまして、土地収用法の認可等ありまして、工期のほうは全協より説

明してきましたが、延び延びになってきまして、ようやく工事発注の契約までたど

り着いたところでございます。そこの辺に担当課としましても体制を整備してきた

という中で、地元との協議のほうもなかなか進まなかったわけですけど、今後進め

ていきたいと思いますんでよろしくお願いします。 

○議長（笹沢 武君）  飯塚産業経済課長。 

○産業経済課長（飯塚 守君）  ここへ来てよろしくお願いされても困ることです。今、

この暮れの忙しいときに、約、話が持ち上がってから１年以上経っておるんです。

持ち上がったときにどうしてこういったことに対忚できかったのか、本当に今さら、

それこそ今さらですけれどもどうしようもない、これで地元の方々からも協力を得

られなかったら、あれはただ造成して家をつくって、町長がよく言うきらいな箱物

の事業になっちゃうんです、ただ単に。こういったことを避けるために、皆さんで

あらゆる知恵を絞ってうまく持っていくというのはこれ筋道だと思うんですけれど

も、今後、町としてこれをうまくまとめて、町のもしかしたら救世主になるかどう

かちょっとわかりませんけれども、そういったところにまで育て上げてほしいと、

こういうことを願っております。 
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 次に入りますけれども、軽井沢町では、５０年先、１００年先といった超ロング

スパンで町の計画っていうような民間のあれで立ち上げてちょっと話題になってい

ます。熱海市は温泉観光で全国的に名をはせた町ですが、多くの団体客の減尐とか

そんなことから大分低迷をしておったところですが、町の活性化を図るために一民

間の主婦、公募で一民間の主婦を市の観光課長に抜擢して、温泉の活性化を図るな

ど事例が紹介されています。これから次の時代を切り開いていく子供たちに夢を与

える。 

 きょう、朝登庁するのに歩いてきました。中学校の尐し横から中学生が３０人ぐ

らい、朝、僕が９時尐し前ですけども、歩いて行ったんです。耳がつんざけるぐら

い大きな声で挨拶してくれました、みんな。それで、どこ行くんだと、保育園へ何

か実習に行くんです。保育実習か何かに。そんなすばらしいことやっているような、

子供たちにこれから将来夢を与えるような、こんな事業を計画してほしいものです。

我々は全面的に協力します。さらに、将来この町が消滅していく市町村の中に、仲

間入りにはなりたくはありません。こういったところで、町のこれから将来を見据

えた行政を進めていただきたい。こんなふうに思います。 

 次に、老朽化した公共施設の保守管理計画についてお聞きします。 

 町では、エコールみよたの新築、それから中学校の建てかえ、これから始まる役

場庁舎の建てかえ計画など公共建造物の整備等を実施して、主だった公共施設の整

備が終わろうとしております。次に予定していって行かなきゃいけないかなと思う

のが、Ｂ＆Ｇ海洋センターを中心とした体育施設全般ではないかと考えます。特に

急いで計画を立てないといけないと思われるのが、ヘルスパイオニアの建物ではな

いでしょうか。この建物は、四十数年前になりましょうか。民間会社のガデリウス

という会社の所有物を買い取って、町の体育施設の一つとして使ってきたものです

が、実はこの体育館にするにはサイズが小さい、また半分以上は倉庫として使われ

ているのが現状です。建物が老朽化していることに加えこれからの尐子化社会に向

かっている中で使い勝手の悪いこの施設を今後どのように対忚していくのか、町の

考え方をお聞きします。 

 まず、建てかえの整備計画等については、ございますか。 

○議長（笹沢 武君）  重田重嘉教育次長。 

（教育次長 重田重嘉君 登壇） 
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○教育次長（重田重嘉君）  議員から質問のヘルスパイオニアセンターでという、社会体

育館ということでよろしいでしょうか。 

 現在、やはりおっしゃるとおり、ガデリウスという会社が昭和４６年ごろに建築

して、それからＢ＆Ｇ海洋センター開設のために昭和５５年ごろ取得して体育館と

いうことで現在に至っております。この間、平成１３年度にヘルスパイオニアの事

業をして、改良して、壁、窓ガラス、セキュリティー、水銀灯等の工事を約

２,７００万円かけて行って、その後も若干の修理を重ねて今日に至っております。 

 今後、やはり近ごろの地震等の影響によって耐震工事が必要かどうかという調査

が必要と思われます。そういった中と並行しまして今後の建てかえということを検

討中でございます。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  建てかえ、あるいは整備が大きな事業になってくると思いま

すので、これに関して、庁舎建設検討委員会、正式には言えてないかもしれません

けれども、こういったような利用する団体含む、建設委員会などを組織するべきで

はないかなというようなことを考えるんですけれども、町の考えはいかがなもので

すか。 

○議長（笹沢 武君）  重田教育次長。 

○教育次長（重田重嘉君）  御質問の中の、やはり、エコールみよた約２４億円、それか

ら中学校が約２３億ちょっというような、いわゆる大規模事業であったわけですけ

れども、確かにＢ＆Ｇ周辺の有効活用ということを考えれば、体育協会とか、ス

ポーツ尐年団、それから、そういった地域、地域っていいますか、そういった方々

の意見等を取り入れた形の中で、事業をまとめていかなければいけないというふう

には現在思っているところでございます。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  できるだけ広く、意見を求めて、皆さんが使いやすい、使い

勝手のいい、こういった施設につくりかえる、こんな方向に持っていってほしいと

思います。 

 また、建てかえが計画されたときに、資金計画は立てられてあります、まだ早い

ですか。 

○議長（笹沢 武君）  重田教育次長。 
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○教育次長（重田重嘉君）  恐らくそのヘルスパイオニア代わるものとすれば、体育館的

なものになるかと思います。そういったものにつきましては、通常学校関係もそう

ですが、恐らく３分の１程度の上限の交付金で単価が決まっておりまして、規模面

積も恐らく指定されてくると思います。 

 現在、そういった関係につきましては細かくは調べてございません。ほぼ、２割

から３割の間くらいの、いわゆる交付金っていいますか、補助金があるんではない

かと、それと軽井沢町のような総合体育館ですか、あれは、やはり今はやりの、報

道によりますと社会資本整備事業というようなことでやられたと、規模も全然違い

ますが約１９億円ということですが、そのような形でやられたということなんで、

その辺も研究はしていきたいというふうに考えております。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  やはり、事業がだんだん大きくなろうかと思いますので、そ

の辺資金計画も無理のないところ、例えば積み立てでいくもよし、そういった資金

準備も怠りなく進めていってほしいと思います。 

 もう１点、現在倉庫として使用されているところに、これは町の考古物、それか

ら、遺跡出土品等が、大変大量に保管されている。なお、これが整理されないで、

もしかするとどんどんふえている一方じゃないかと思うんです。これに対し、この

際、こういったものの整備はともかく、整理だとか、そういったものの考えがござ

ましたらお願いします。 

○議長（笹沢 武君）  重田教育次長。 

○教育次長（重田重嘉君）   そのヘルスパイオニアの社会体育館の面積が全体で約通常

１,０００ｍ ２っていいますけれども、その程度、それのうちの約２００ｍ ２くらい

の東側の倉庫が、現在、いわゆる博物館の土器とか、そういったものの収蔵庫にな

っております。 

 この関係の、それとあと一輪車であるとか、鋤簾であるとか、スコップという発

掘作業のそういった道具の収蔵庫になっております。 

 これは、約３０年前ごろから、遺跡発掘、野火付遺跡等の発掘をしてきたわけで

すが、そういったものを整理したものが、コンテナに、箱に詰められて入っていた

り、それから修復した現在企画展等で展示していないものが収蔵されております。 

 あと、一部、古民具といいますか、手織り機だとか、唐箕だとかそういったもの
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も一部保管しております。 

 やはり、ヘルスパイオニアを建てかえるとなると、この収蔵庫に代わる収蔵ス

ペースが必要になってきておりまして、現在、そういったものを、今後の庁舎建て

かえとかいったところで、例えば公共施設が空いてきて、具体的にそういったもの

が利用できれば、そういったものが可能なんですが、現在検討中でございます。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  スペースっていうのは、今、町で探そうと思えば幾らでもあ

るんです。むしろ資料の整理を立てていく計画があるかどうかをお聞きしたかった

んです。 

○議長（笹沢 武君）  重田教育次長。 

○教育次長（重田重嘉君）  私、ちょっと漏らしてしまったのかどうか、３０年前に野火

付遺跡の発掘が始まりまして、川原田遺跡とか、各地で発掘が終わってるわけです。

そういったものの、いわゆる破片の整理はコンテナ２００ぐらいの中にきちっと札

が張ってあって、きちっと納まっております。 

 ですので、いつの、どこの発掘現場のどういった土器だということは、わかるよ

うに整理はされております。 

 それと、あと、いわゆる部分、部分の復元したものも、いわゆる今の博物館に納

まらないものもきちっと収蔵はされていて、そういった収蔵の冊子とかの、いわゆ

るそういった整理品も整理されて移動できるようにはなっております。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  そうすると、倉庫にごっそり入ってるあれは、今さらいろい

ろ分類も必要としない、なから整理できてるというふうに解釈していいわけですね。 

 場所はどこでもあるっていったのは、今度庁舎が建設予定されます東側の建物

２棟、エンペランスホールっていいましたっけ。あの辺は、そっくり使う予定がな

ければ、倉庫として、あるいはそこを何て言いますか、考古の、例えばの名前です

よ、考古の館とかして、子供たちを集めて、あるいはそこで整理させながら気に入

ったやつ、もういらないんだったら持たせてやるとか、そんなようなことも考えて

もよろしいかなと。 

こんなようなこともあって今質問しました。 

 それから、関連する質問で、プールの使用を今年からやめたとなってますけれど
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も、今後このプールの解体計画、解体するんだというふうに説明受けてますけれど

も、解体計画がどうなってるのか、この跡地利用をどうするか、この辺について計

画が進んでおるのであれば、説明してほしいと思います。 

○議長（笹沢 武君）  重田教育次長。 

○教育次長（重田重嘉君）  議員御指摘の海洋センターのプールの関係でございますが、

昨年、全員協議会で利用状況とか、老朽化の状況等を説明させていただきまして、

１１月にＢ＆Ｇ財団を訪問して、それで現在、４月に休止届ということで本年度休

止という形で、休止届を提出中でございます。 

 それで、５月にＢ＆Ｇの担当の方が見えまして、現況を見ていきました。その中

で、実施計画の中で、来年度取り壊すべく予算計上をさせていただくことになって

おります。 

 この予算計上の予算書ができましたところで、Ｂ＆Ｇ財団のほうへ、廃止という

形の中で、廃止届的なことで訪問する予定になっております。ですので、来年度、

取り壊しをして、更地にしていくと、現在はその予定でございます。 

○議長（笹沢 武君）  池田健一郎議員。 

○１０番（池田健一郎君）  それでは、更地にしたあとの計画というのは、まだこれから

ということでよろしいですね。 

 あれだけの広い面積のところですし、できるだけこれから有効な利用ができるよ

うに町民の皆さんから広く公募したあれを持って対忚していっていただきたいなと、

こんなふうにも思います。 

 最後になりますけれども、町の施設の中には、よく町民の皆さんに言われるんで

すけど、帯に短したすきに長しと、非常に中途半端なものが多いと言われているこ

とだけは、理事者始め、皆さん御存じでしょう。そういったことは耳にしていると

思います。したがって、先ほども言いましたけど、後世に悔いを残さない施設づく

り、こういったものを進めてほしい、こんなことを要望し私の質問を終わります。 

○議長（笹沢 武君）  以上で、通告９番、池田健一郎議員の通告の全てを終了いたしま

す。 

 以上をもちまして一般通告質問の全てを終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。御苦労さまでした。 

散 会 午後 ３時０３分 


